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「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して
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８月 18、19 日の２日間、中央公民館（邑久町尾張）などを会場に
人形劇の祭典「喜之助フェスティバル 2012 瀬戸内」が開催されま
した。24 回目を迎えた今回は、プロ６劇団、アマチュア７劇団、
おはなしグループ６団体が参加。個性あふれるステージを見ようと、
朝からたくさんの家族連れなどが会場を訪れました。（写真①くす
玉割りやダンスが行われた開会式／②繊細な動作を表現／③会場は
家族連れで満席／④舞台を降りて観客とふれあう）

① ②

③④

第９５号



の
防
災
事
業
と
し
て
前
年
度
か
ら

自
主
防
災
活
動
促
進
事
業
を
各
地

域
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、邑
久
町
玉
津
地
区
、

牛
窓
町
牛
窓
地
区
で
す
で
に
実
施

し
て
お
り
、
12
月
に
は
ゆ
め
ト
ピ

ア
長
船
で
、
長
船
地
域
の
皆
さ
ん

を
対
象
と
し
た
防
災
講
演
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
に
も
自
治
会
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
も
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
や
、
活
動
の
活

性
化
を
図
る
た
め
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
地
域
で
の
自
主
防
災
活
動
促
進

事
業
は
、「
日
頃
か
ら
、
い
か
に

地
域
の
支
え
合
い
体
制
を
構
築

し
、
災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
助
け

合
う
か
」
い
わ
ゆ
る
「
共
助
」
を

目
的
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
大

規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
の
要

援
護
者
対
策
、
そ
し
て
被
害
者
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
有
意
義
で
あ
る
と
考

第
１
回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
議
は
15
人
の
委
員
で
構
成

し
、
任
期
は
平
成
25
年
度
末
ま
で

で
す
。

　
座
長
に
は
中
村
良
平
岡
山
大
学

大
学
院
教
授
を
指
名
し
、
部
会
と

し
て
財
政
健
全
化
部
会
と
地
域
活

性
化
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
財
政
健
全
化
部
会
で
は
各
種
事

業
の
外
部
評
価
作
業
を
中
心
と

し
た
財
政
健
全
化
策
を
、
地
域
活

性
化
部
会
で
は
「
新
し
い
公
共
」

の
受
け
皿
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
育
成
支
援

策
や
歳
入
増
に
つ
な
げ
る
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

モ
ー
モ
ー
バ
ス
の
利
用
実
績

　
７
月
の
利
用
実
績
は
、
利
用
登

録
者
数
１
、０
５
８
人
、
予
約
件

数
５
６
１
件
、
延
べ
利
用
者
数

５
６
１
人
、
実
利
用
者
数
３
１
１

人
で
し
た
。
１
日
平
均
の
実
利
用

者
数
は
約
10
人
で
あ
り
、
ま
だ
利

用
者
が
少
な
い
状
況
で
す
。

　
今
後
、
公
民
館
な
ど
で
の
行
事

も
含
め
、
機
会
を
捉
え
て
利
用
促

進
の
た
め
の
広
報
活
動
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。

平
成
23
年
度
普
通
会
計
決
算

　
平
成
23
年
度
普
通
会
計
の
決
算

状
況
は
、
歳
出
面
で
は
前
年
度
と

比
べ
て
５・
７
％
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
の
特
例

交
付
金
事
業
の
減
少
な
ど
に
よ
り

投
資
的
事
業
が
大
幅
に
減
少
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
扶
助
費
、
人
件
費
な
ど
の

義
務
的
経
費
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
特
別
会
計
・
事
業
会

計
へ
の
繰
出
金
も
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
歳
入
面
は
、
前
年
度
と
比
べ
て

５・
１
％
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
税
は
、
若
干
増
加
し
て
い

ま
す
。
地
方
交
付
税
が
増
加
し
て

　
は
じ
め
に

　　
わ
が
国
の
政
局
は
先
行
き
の
見

え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
国
の
予
算
編
成
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
も
言
え
る

日

※

本
再
生
戦
略
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
は
本
市
が
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
も
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
今
後
、
環
境
、
医
療
、

雇
用
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い

て
政
府
の
予
算
を
積
極
的
に
活
用

し
、
本
市
の
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　
９
月
２
日
に
牛
窓
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
で
、
地
震
・
津
波
を

想
定
し
た
第

※

７
回
瀬
戸
内
市
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
初
め

え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
会
議
を
開
催

　　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
将
来

に
向
け
て
の
各
種
事
業
の
あ
り
方

や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
な

い
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
と
合
わ

せ
て
地
方
の
財
源
不
足
を
保
障
す

る
臨
時
財
政
対
策
債
は
減
額
と

な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
と
臨

時
財
政
対
策
債
の
合
計
額
は
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
投
資
的
事
業
の
減
少
に

伴
い
、
国
庫
支
出
金
お
よ
び
市
債

が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
市
債
残
高
は
、
こ
れ
ま
で
の
借

入
抑
制
の
効
果
か
ら
減
少
し
、
財

政
の
健
全
化
判
断
比
率
で
あ
る
実

質
公
債
費
比
率
お
よ
び
将
来
負
担

比
率
も
前
年
度
よ
り
も
好
転
し
て

い
ま
す
が
、
経
常
経
費
の
増
加
か

ら
経

※

常
収
支
比
率
が
前
年
度
の

79
・
４
％
か
ら
83
・
２
％
へ
と
３
・

８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
今
後
、
財

政
の
硬
直
化
が
心
配
さ
れ
る
状
況

で
す
。

　
合
併
後
の
施
設
整
備
な
ど
、
今

後
、
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
合
併
市

町
村
に
対
す
る
地
方
交
付
税
の
優

遇
措
置
が
平
成
27
年
度
以
降
５

年
間
で
段
階
的
に
削
減
さ
れ
る
こ

と
、
合
併
特
例
事
業
債
お
よ
び
過

疎
対
策
事
業
債
の
期
限
が
延
長
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
収
支
の
均
衡

が
と
れ
る
財
政
体
質
の
確
立
を
目
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行
政
報
告

平
成
24
年
９
月
定
例
議
会
が
９
月
４
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

標
に
、
本
年
度
も
中
期
財
政
見
通

し
を
立
て
る
予
定
で
す
。

錦
海
塩
田
跡
地
の
活
用

　
６
月
26
日
の
第
６
回
錦
海
塩
田

跡
地
活
用
検
討
委
員
会
で
、
錦

※

海

塩
田
跡
地
活
用
基
本
構
想
が
策
定

さ
れ
、
６
月
28
日
に
検
討
委
員
会

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
市
は
同
日
今

後
の
方
針
を
公
表
し
ま
し
た
。
ま

た
、
７
月
18
日
に
は
基

※

本
計
画
提

案
競
技
仕
様
書
な
ど
の
公
表
を
行

い
、
提
案
競
技
の
公
募
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
８
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
提
案

書
類
の
受
付
を
行
い
、
８
月
下
旬

に
第
１
次
審
査
を
実
施
し
ま
し

約 500㌶の錦海塩田跡地

用
語
の
解
説
・
備
考

日
本
再
生
戦
略

　

７
月
31
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
平
成
32
年
度
ま
で
の
経
済
成

長
戦
略
。
環
境
、
医
療
、
農
林

漁
業
の
３
つ
を
重
点
分
野
と
し
、

平
均
で
名
目
３
％
、
実
質
２
％

の
経
済
成
長
を
目
指
す
。

第
７
回
瀬
戸
内
市
総
合
防
災
訓
練

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
東

海
・
東
南
海
・
南
海
の
三
連
動

地
震
が
発
生
し
、
震
度
６
強
を

観
測
、
沿
岸
部
に
大
津
波
警
報

が
発
表
さ
れ
、
３
～
５
㍍
の
津

波
が
襲
来
す
る
と
の
想
定
で
実

施
し
た
。

瀬
戸
内
市
ま
ち
づ
く
り
会
議

　
「
平
成
23
年
度
瀬
戸
内
市
中
期

財
政
試
算
」
で
示
さ
れ
た
、
平
成

32
年
度
に
お
け
る
収
支
不
足
の

改
善
を
計
る
た
め
の
工
程
表
を
平

成
25
年
度
末
ま
で
に
作
成
し
、
平

成
27
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
最
終
目
的
と
す
る
。

経
常
収
支
比
率

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

な
ど
の
経
常
経
費
に
、
市
税
、

普
通
交
付
税
な
ど
を
中
心
と
す

る
経
常
的
な
一
般
財
源
が
ど
の

程
度
充
当
さ
れ
て
い
る
か
を
み

る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
判
断
す
る
た
め
の
指

標
。
一
般
的
に
70
～
85
％
の
範

囲
が
望
ま
し
い
。

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
基
本
構
想

　

市
民
の
安
全
安
心
を
前
提
と

し
、「
地
域
の
活
性
化
」「
環
境

の
保
全
」「
文
化
の
振
興
」
と
い

う
３
つ
の
基
本
理
念
を
柱
と
す

る
、
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
の
方

向
性
の
大
枠
を
示
す
た
め
に
策

定
さ
れ
た
構
想
。

基
本
計
画
提
案
競
技

　

基
本
構
想
の
趣
旨
を
反
映
す

る
と
と
も
に
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
に
よ
る
発
電
事
業
を
軸

と
し
た
錦
海
塩
田
跡
地
の
活
用

に
つ
い
て
、
民
間
企
業
な
ど
か

ら
提
案
を
広
く
募
集
し
、
基
本

計
画
の
策
定
業
務
の
委
託
先
候

補
者
、
か
つ
基
本
計
画
に
沿
っ

て
事
業
を
実
施
す
る
事
業
主
体

の
予
定
者
を
選
定
す
る
た
め
に

実
施
し
た
提
案
競
技
。

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
有
識
者
な
ど
の
意

見
を
聴
き
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、「
瀬

※

戸
内
市
ま
ち
づ
く
り

会
議
」
を
設
置
し
、
７
月
31
日
に

７月 31 日に行われた瀬戸内市まちづくり会議

瀬戸内市デマンドバス「モーモーバス」

て
国
、
県
そ
の
他
関
係
機
関
と
合

同
で
実
施
し
ま
し
た
。避
難
訓
練
、

消
火
訓
練
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救

助
訓
練
な
ど
を
行
い
、
牛
窓
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
協
力
を
い
た
だ

き
、
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
各
関
係
機
関
と

連
携
し
て
訓
練
を
実
施
し
、
防
災

意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

　
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
本
市

バケツリレーによる初期消火訓練
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た
。
提
案
書
類
の
提
出
件
数
は
８

件
で
し
た
。

　
９
月
上
旬
の
第
２
次
審
査
（
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
後
、
委

託
先
候
補
者
か
つ
事
業
主
体
予
定

者
の
決
定
を
行
う
予
定
で
す
。

ご
み
30
％
減
量
作
戦

　
本
年
度
は
ご
み
減
量
作
戦
の
取

り
組
み
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
５

月
に
は
強
化
月
間
と
し
て
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
市
職
員
な
ど
が

チ
ラ
シ
を
配
付
す
る
な
ど
、
集
中

的
に
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
残
念
な
が
ら
期
待
し
た

ほ
ど
の
減
量
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
本
年
度
は
残
り
半
年
余
り

で
す
が
、
引
き
続
き
目
標
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
本
年
度
の
ご
み
減
量
強

化
月
間
と
し
て
の
取
り
組
み
は
、

10
月
お
よ
び
来
年
１
月
に
も
実
施

す
る
予
定
で
す
。

上
寺
山
楽
々
園
の
経
営
移
譲

　
７
月
10
日
に
、
瀬
戸
内
市
養
護

老
人
ホ
ー
ム
上
寺
山
楽
々
園
移
譲

先
選
定
委
員
会
を
開
催
し
、
移
譲

先
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
岡
山
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
、
同
法
人
は
現
在
地
で
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
し
つ
つ
、

県
の
補
助
金
の
交
付
が
決
定
し
た

後
に
、
邑
久
町
北
池
地
内
で
新
施

設
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
、
建

設
完
了
後
の
開
所
は
平
成
26
年
４

月
の
予
定
で
す
。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
ポ
リ
オ
の
定
期
の
予

防
接
種
に
、
不

※

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
回
数
は
２
回
で
し
た
が
、

不
活
性
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は
、
初

回
接
種
３
回
と
追
加
接
種
１
回
の

計
４
回
と
な
り
ま
す
。

配
食
に
よ
る
高
齢
者
見
守
り
事
業

　
本
年
度
の
配
食
に
よ
る
高
齢
者

等
見
守
り
事
業
に
つ
い
て
、
10
月

か
ら
は
、
現
在
行
っ
て
い
る
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
を
下
げ
、
瀬

戸
内
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
本
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
生

※

活
支
援
事
業
（
ち
ょ
い
て
ご
）
と

連
携
し
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
増
設
予
定
地
の
活
用

　
施
設
増
設
の
時
期
ま
で
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
広
場
と
し
て
利
用
し
た

い
と
教
育
委
員
会
か
ら
協
議
が

あ
っ
た
邑
久
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処

理
施
設
増
設
予
定
地
に
つ
い
て
、

国
の
財
産
処
分
（
目
的
外
使
用
）

の
承
認
が
得
ら
れ
た
た
め
、
行
政

財
産
の
使
用
を
許
可
し
ま
し
た
。

　
長
船
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
施

設
増
設
予
定
地
と
併
せ
て
、
有
効

活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

前
島
フ
ェ
リ
ー
造
船
へ
の
補
助

　
現
在
、
牛
窓
と
前
島
を
結
ぶ
定

期
航
路
に
お
い
て
前

※

島
フ
ェ
リ
ー

を
運
航
す
る
牛
窓
町
緑
の
村
公
社

で
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
フ
ェ

リ
ー
の
新
造
船
を
計
画
し
て
お

り
、
市
か
ら
は
、
２
億
円
の
補
助

を
行
う
予
定
で
す
。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

　

ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
を
不
活
化

し
（
＝
殺
し
）、
免
疫
を
つ
く
る

の
に
必
要
な
成
分
を
取
り
出
し

て
病
原
性
を
無
く
し
て
つ
く
っ

た
ワ
ク
チ
ン
。

　

ウ
イ
ル
ス
と
し
て
の
働
き
は

な
い
の
で
、
ポ
リ
オ
と
同
様
の

症
状
が
出
る
と
い
う
副
反
応
は

な
い
（
た
だ
し
、
発
熱
な
ど
の

副
反
応
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
る
）。

生
活
支
援
事
業

　

公
益
社
団
法
人
瀬
戸
内
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
日
常

生
活
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
を
支
援
す
る
事
業
。

　

対
象
世
帯
は
、
70
歳
以
上
の

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
介
護
保

険
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

の
み
の
世
帯
、
障
害
者
（
手
帳

保
持
者
）
の
み
の
世
帯
、
そ
の

他
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
世

帯
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は

１
０
０
円
ま
た
は
５
０
０
円
。

前
島
フ
ェ
リ
ー

　

牛
窓
と
前
島
を
結
ぶ
定
期
航

路
は
、
平
成
５
年
に
就
航
し
た

「
第
７
か
ら
こ
と
」
と
昭
和
57

年
に
就
航
し
た
「
第
１
唐
琴
丸
」

の
２
隻
の
フ
ェ
リ
ー
で
運
航
し

て
い
る
。

老朽化した「第１唐琴丸」

し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
病
院
事
業
会
計

の
決
算
に
つ
い
て
は
、
約
１
、

９
０
０
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し

た
。
入
院
患
者
の
減
少
が
大
き
な

原
因
で
す
。

　
裳
掛
診
療
所
に
つ
い
て
、
岡
山

大
学
病
院
か
ら
医
師
派
遣
が
困
難

で
あ
り
８
月
末
で
引
き
揚
げ
た
い

旨
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
民
間
病
院
（
岡
村
一

心
堂
病
院
）
か
ら
の
申
し
出
が
あ

り
医
師
の
確
保
が
で
き
た
た
め
、

市
民
病
院
と
民
間
病
院
か
ら
の
医

師
派
遣
に
よ
り
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
８
月
以
前
は
週
３
日
の
診
療
で

し
た
が
、
９
月
か
ら
は
半
日
の
診

療
日
が
あ
る
も
の
の
週
５
日
の
診

か
ら
、
分
団
の
再
編
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
分
団
機

庫
の
位
置
、
整
備
な
ど
に
つ
い
て

も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
年
末
ま
で
に
は
、
検
討
結
果
を

示
し
、
早
け
れ
ば
来
年
１
月
か
ら

新
体
制
で
活
動
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

図
書
館
運
営
と
新
図
書
館
整
備

　
新
図
書
館
整
備
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
「
と

※

し
ょ
か
ん
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

の
４
回
目
を
７
月
20
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
平
日
の
夜
間
の
開
催
で

し
た
が
、
中
学
生
を
含
む
47
人
の

参
加
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

現
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
移
動
図
書
館
の
夏
休
み
特
別

巡
回
と
し
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
貸
出
、

ま
た
資
料
が
不
足
し
て
い
る
小
中

学
校
の
「
学
級
文
庫
」
へ
の
団
体

貸
出
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

移
動
図
書
館
車
「
せ
と
う
ち

ま
ー
る
号
」
を
利
用
し
て
、
子
ど

も
や
教
職
員
に
多
く
の
本
を
貸
し

出
し
ま
し
た
。

い
じ
め
の
実
態
調
査

　
滋
賀
県
大
津
市
に
お
け
る
中
学

２
年
生
の
自
殺
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
を
受
け
て
本
市
で
は
、
７

月
11
日
に
市
内
全
小
中
学
校
に
対

し
、
い

※

じ
め
の
実
態
に
つ
い
て
聞

き
取
り
調
査
を
行
い
、
現
時
点
で

学
校
が
認
知
し
て
い
る
い
じ
め
は

な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発

見
お
よ
び
早
期
対
応
に
向
け
、
教

職
員
が
「
い
じ
め
は
ど
の
学
校
に

も
、
ど
の
子
に
も
起
こ
り
得
る
」

と
い
う
視
点
で
児
童
生
徒
の
現
状

を
し
っ
か
り
把
握
す
る
よ
う
各
学

校
長
、
幼
稚
園
長
に
指
示
を
し
ま

し
た
。

病
院
事
業
管
理
者

　

公
立
病
院
の
開
設
者
で
あ
る

首
長
か
ら
権
限
を
委
譲
さ
れ
病

院
事
業
を
経
営
す
る
特
別
職
。

瀬
戸
内
市
消
防
団

　

１
団
16
分
団
実
員
５
１
８
人

で
組
織
さ
れ
る
（
平
成
24
年
４

月
１
日
付
け
）。

　

火
災
の
発
生
時
に
お
け
る
消

火
、
警
戒
、
事
後
処
理
な
ど
の

活
動 

、
地
震
、
風
水
害
時
に
お

け
る
水
防
活
動
、
人
命
救
助
、

災
害
防
御
・
財
産
保
護
な
ど
の

活
動 

、
通
常
時
に
お
け
る
火
災

予
防
広
報
活
動
、
災
害
の
警
備

警
戒
、
各
種
訓
練
な
ど
の
活
動

を
行
う
。

と
し
ょ
か
ん
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

市
で
建
設
準
備
を
進
め
て
い

る
新
図
書
館
を
、
暮
ら
し
の
中

で
役
に
立
ち
、
愛
さ
れ
、
魅
力

的
な
場
所
に
す
る
た
め
に
、
市

民
な
ど
と
意
見
交
換
を
行
う
会
議
。

い
じ
め

　

当
該
児
童
生
徒
が
、
一
定
の

人
間
関
係
の
あ
る
者
か
ら
、
心

理
的
、
物
理
的
な
攻
撃
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、
精
神
的
な
苦

痛
を
感
じ
て
い
る
も
の
。（
文
部

科
学
省
に
よ
る
定
義
）

裳掛診療所

療
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
救
急
の
概
況

　
火
災
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
本

年
１
月
か
ら
７
月
ま
で
の
火
災
件

数
は
10
件
で
、
前
年
同
期
よ
り
４

件
増
加
し
て
い
ま
す
。
死
傷
者
に

つ
い
て
は
、
前
年
は
０
人
で
し
た

が
本
年
は
残
念
な
が
ら
１
人
が
負

傷
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
の
状
況
で
す
が
、
同
じ

く
７
月
末
ま
で
の
出
動
件
数
は

９
８
３
件
で
、
前
年
同
期
よ
り
７

件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
活
性
化

　
瀬

※

戸
内
市
消
防
団
は
、
災
害
か

ら
市
民
の
生
命
・
身
体
お
よ
び
財

産
を
守
る
た
め
、
日
夜
精
力
的
に

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
昨
年
10
月
か
ら
活
性
化
検
討

委
員
会
で
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化

や
団
員
確
保
が
困
難
な
状
況
の
中

で
、
団
員
数
の
少
な
い
分
団
で
は

将
来
ま
す
ま
す
初
動
対
応
力
・
機

動
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

第４回としょかん未来ミーティング

移譲先が承認された上寺山楽々園

病
院
事
業
管
理
者
の
交
代

　
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、
谷
﨑

眞
行
前
病

※

院
事
業
管
理
者
が
８
月

末
を
も
っ
て
退
職
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
前
副
院
長
で
あ
る
福
田

和
馬
医
師
を
新
た
な
病
院
事
業
管

理
者
と
し
て
９
月
１
日
付
で
任
命
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生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

　

・
介
護
保
険
に
お
け
る
要
介
護
度

　
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

　

・
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
人

　

・
そ
の
他
支
援
を
必
要
と
す
る
人

　
（
昼
間
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

　
な
ど
）

　
市
で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
登

録
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、災
害
時
な
ど
に
、

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

で
、支
援
が
必
要
な
人
の
台
帳（
災

害
時
た
す
け
あ
い
台
帳
）
を
事
前

に
作
成
し
、
災
害
時
の
安
否
確
認

や
避
難
支
援
な
ど
に
役
立
て
る
制

度
で
す
。

　
ぜ
ひ
登
録
し
、
制
度
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
災
害
時
要
援
護
者
と
し
て
登
録

で
き
る
人
（
対
象
者
）

　
家
族
な
ど
の
支
援
だ
け
で
は
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
家
族
な
ど
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
在
宅
の
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

　

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

　
齢
者
お
よ
び
高
齢
者
の
み
の
世

　
帯
の
人

　

・
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
（
身
体

　
障
害
者
手
帳
１・
２
級
を
所
持

　
し
て
い
る
人
）

　

・
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
（
精
神

　
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

　
所
持
し
て
い
る
人
）

　

・
知
的
障
害
の
あ
る
人
（
療
育
手

　
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る
人
）

　行政からのお知らせ

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
避
難
支
援
者
と
は
、
災
害
時
要

　
援
護
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う

　
隣
近
所
も
し
く
は
地
域
の
人
や

　
組
織
を
い
い
ま
す
。

■
申
請
書
提
出
先

　

福
祉
課
︑
い
き
い
き
長
寿
課
︑

保
健
福
祉
部
邑
久
分
室
︑
牛
窓
支

所
︑
裳
掛
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
登
録
制
度
に
つ
い
て

　

地
域
安
全
推
進
室　
　
　
　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

　

・
登
録
制
度
お
よ
び
高
齢
者
の
登

　

録
手
続
き
に
つ
い
て

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

　

・
登
録
制
度
お
よ
び
障
害
の
あ
る

　

人
の
登
録
手
続
き
に
つ
い
て

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/
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災
害
か
ら
地
域
を
守
る

 

自
主
防
災
組
織
の
結
成
・
活
性
化

　　
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、

▽
登
録
方
法

　
申
請
書
に
申
請
者
の
住
所
、
氏

名
、
緊
急
連
絡
先
の
ほ
か
、
避
難

支
援
者
の
住
所
、
氏
名
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
は
、
提
出
先
窓
口
で
配

備
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
救
助
の
専
門
家
が
集
ま
っ

て
行
う
訓
練
で
す
。
申
し
込
み
は

不
要
で
、自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
11
月
７
日
（
水
）
午
前

　
９
時
30
分
～
正
午

▽
場
所

　
Ｓ
Ｅ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
（
株
）
岡
山

平
常
時
か
ら
防
災
訓
練
や
講
習
な

ど
の
活
動
を
組
織
的
に
展
開
し
て

い
た
地
域
な
ど
で
は
、
地
震
発
生

後
、
迅
速
に
避
難
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
の
命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」と
い
う
強
い
精
神
で
、

地
域
で
組
織
的
に
防
災
活
動
を
す

る
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
地

域
の
防
災
活
動
を
活
性
化
し
ま

し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
が
行

う
研
修
会
や
資
機
材
の
整
備
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、自
主
防
災
組
織
の
結
成・

活
性
化
に
関
す
る
出
前
講
座
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室　
　
　
　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

 

自
由
に
見
学
で
き
ま
す

 

広
域
緊
急
援
助
隊
警
備
訓
練　

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
被
災
地

で
被
災
者
な
ど
の
救
出
救
助
を
行

う
中
国
５
県
・
四
国
４
県
警
察
の

広
域
緊
急
救
助
隊
に
よ
る
合
同
警

　
申
し
込
み
は
不
要
で
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
24
日
（
水
）
午
後

　
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
会
場　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容

①
基
調
講
演

　

・
演
題
「
認
知
症
と
は　
～
認
知

　
症
の
治
療
と
ケ
ア
～
」

　

・
講
師　
中
島
誠
氏
（
岡
山
赤
十

　
字
病
院
心
療
科
部
長
）

②
寸
劇

　

・
演
題
「
大
変
！　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
が
認
知
症
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」

　

・
出
演
者　
瀬
戸
内
市
認
知
症
キ
ャ

　
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん

▽
入
場
料　

無
料

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

い
き
い
き
長
寿
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

■
申
込
先

　

い
き
い
き
長
寿
課
︑
保
健
福
祉

部
邑
久
分
室
︑
牛
窓
支
所
︑
裳
掛

出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

 

瀬
戸
内
市
認
知
症
講
演
会

　　
認
知
症
と
は
、
脳
や
身
体
の
病

気
が
原
因
で
、
記
憶
力
や
判
断
力

な
ど
の
障
害
が
起
こ
り
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
の
こ
と

で
、
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
の

あ
る
病
気
で
す
。

　
実
際
に
、
認
知
症
に
か
か
っ
て

い
る
人
の
割
合
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
約
１
割
に
も
の
ぼ
る
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
老
い
」
と
向
き
合
っ
た
時
に

認
知
症
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
問

題
で
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
知

識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、「
認
知
症
を
知
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

瀬
戸
内
市
認
知
症
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

 

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
の
活
用
を

 

災
害
時
な
ど
に
支
援
が
必
要
と
な
る
人
へ

災害時要援護者登録制度を活用した支援体制のイメージ

工
場
牛
窓
跡
地

（
牛
窓
町
牛
窓
６
４
４
７
）

▽
見
学
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
警
察
署

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
１
１
０

 

徘
徊
高
齢
者
の
家
族
を
支
援

 

移
動
端
末
機
貸
与
サ
ー
ビ
ス

　　
市
で
は
、
徘
徊
高
齢
者
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、
位
置

探
索
機
能
の
つ
い
た
移
動
端
末
機

を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　
上
手
に
利
用
し
て
、
負
担
を
軽

減
し
ま
し
ょ
う
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　

　
認
知
症
徘
徊
高
齢
者
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
人
（
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
限
り
ま
す
）。

移動端末機

救助隊による救出訓練
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　行政からのお知らせ

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

設
け
る
企
画
「
Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
母
親
同
士
が
情
報
交
換
す
る
こ

と
で
、
育
児
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
11
月
１
日
、
８
日
、
15

　
日
、
22
日
の
い
ず
れ
も
木
曜
日

　
午
後
1
～
３
時
（
４
回
）

※
午
後
０
時
45
分
受
付
開
始

▽
場
所

　
福
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
福
田
保
育
園
に
併
設
）

▽
対
象　
平
成
24
年
５
～
９
月
生

　
ま
れ
の
第
１
子
と
そ
の
母
親
で

　
全
４
回
に
参
加
で
き
る
人

▽
定
員　
15
組

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▽
募
集
期
間　
10
月
１
日
（
月
）

　
～
31
日
（
水
）

▽
参
加
費

　

８
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

 
変
わ
り
ま
し
た

 
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種　

　
９
月
か
ら
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
予
防
接
種
は
、
生
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
（
経
口
接
種
）
か
ら
、
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
皮
下
注

射
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
以
前
は
春
と
秋
に
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
９
月
か
ら
は
年
中
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ポ
リ
オ
の
予
防
に
は
、
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
必
要
で
す
。

　
対
象
年
齢
で
未
接
種
の
人
は
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

▽
実
施
医
療
機
関　
市
が
委
託
し

　
た
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

　
す
。
事
前
に
医
療
機
関
に
問
い

　
合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
み
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
年
齢

　
生
後
３
～
90
カ
月

▽
料
金　
無
料

▽
持
参
す
る
も
の　
母
子
健
康
手

　
帳
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま

　
た
は
小
児
医
療
費
受
給
資
格
者

　
証
（
本
人
確
認
の
た
め
）

※
予
診
票
は
医
療
機
関
の
窓
口
に

　
あ
り
ま
す
。

▽
接
種
方
法　

20
日
以
上
の
間
隔

　
を
お
い
て
３
回
接
種
す
る
（
左

　
図
を
参
照
）。

※
追
加
接
種
（
４
回
目
）
は
、
６

　
カ
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
接

　
種
。
４
回
目
は
、
有
効
性
お
よ

　
び
安
全
性
が
確
立
さ
れ
る
ま
で

　
は
定
期
接
種
対
象
外
で
す
。

※
９
月
１
日
以
降
、
生
ポ
リ
オ
ワ

　
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
は
中

　
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２ 

己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

害
を
有
す
る
人
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る

人
（
当
疾
患
に
関
す
る
障
害
の

程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

相
当
の
も
の
）

▽
実
施
期
間

　
10
月
～
平
成
25
年
１
月

▽
費
用　
自
己
負
担
２
、０
０
０
円

▽
実
施
医
療
機
関　
市
が
委
託
し

　
た
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

　
す
。
事
前
に
医
療
機
関
に
問
い

　
合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
み
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の　
健
康
保
険
被

　
保
険
者
証
ま
た
は
医
療
受
給
資

　
格
者
証
（
本
人
確
認
の
た
め
）、

　
健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

 

給
付
金
の
お
知
ら
せ

 

血
液
製
剤
投
与
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎

　
出
産
や
手
術
に
お
け
る
大
量
出

血
な
ど
の
際
に
、
特
定
の
血
液
製

 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

 

赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！　

　
福
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て

て
い
る
母
親
を
対
象
に
、
赤
ち
ゃ

ん
と
の
関
わ
り
方
を
学
ん
だ
り
、

子
育
て
の
仲
間
を
つ
く
る
機
会
を

剤
を
投
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

人
に
、
給
付
金
を
支
給
す
る
仕
組

み
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
電
話
に
よ
る
相
談

窓
口
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

厚
生
労
働
省

　

☎
０
１
２
０-

５
０
９-

０
０
２

　
（
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後

　

６
時
）

　

HPhttp://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/

﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂
標
語
を
選
定

　　
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
法
務
省
が
毎

年
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
実
施
委
員
会
で
は
、
市
内
の
中
学
生
に
呼
び
か
け
、
標
語
を

募
集
し
ま
し
た
。
１
、０
５
９
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
次
の
標
語
が
優
秀
作

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀

気
付
い
て
よ
あ
の
子
が
出
し
て
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ 

（
雪
上　
大
夢　
邑
久
中
３
年
）

考
え
て
自
分
の
行
動
正
し
い
か 

（
岡
部　
起
壮　
長
船
中
３
年
）

勇
気
あ
る
そ
の
一
言
が
救
い
の
手 

（
久
石　
愛
恵　
牛
窓
中
３
年
）

優
秀

笑
顔
の
輪
助
け
合
う
ほ
ど
広
く
な
る 

（
佐
藤　
祐
里　
邑
久
中
１
年
）

あ
い
さ
つ
は
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
も
の 

（
佐
藤　
雄
紀　
邑
久
中
１
年
）

大
丈
夫
一
人
じ
ゃ
な
い
っ
て
信
じ
て
ね 

（
佐
藤
友
里
奈　
邑
久
中
２
年
）

大
丈
夫
君
の
居
場
所
は
こ
こ
に
あ
る 

（
森　
　
夏
歩　
邑
久
中
２
年
）

あ
い
さ
つ
は
心
で
つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ー
ジ 

（
梶
原
こ
こ
ろ　
邑
久
中
３
年
）

考
え
よ
う
今
の
僕
ら
に
で
き
る
こ
と 

（
苫
野　
蒼
馬　
邑
久
中
３
年
）

や
さ
し
さ
が
非
行
を
と
め
る
第
一
歩 

（
植
田　
侑
香　
邑
久
中
３
年
）

や
め
よ
う
よ
誰
か
が
見
て
い
る
そ
の
行
動 

（
三
戸　
悠
暉　
長
船
中
１
年
）

今
一
度
考
え
て
み
よ
う
相
手
の
心 

（
安
木　
啓
晶　
長
船
中
１
年
）

見
逃
さ
な
い
で
助
け
を
求
め
る
人
が
い
る 

（
川
﨑　
智
博　
長
船
中
１
年
）

あ
り
が
と
う
聞
く
と
う
れ
し
い
い
い
言
葉 

（
青
木　
菜
央　
長
船
中
２
年
）

犯
罪
は
自
分
も
他
人
も
き
ず
つ
け
る 

（
牧
野　
夏
子　
長
船
中
３
年
）

辛
い
と
き
ま
わ
り
を
見
よ
う
み
ん
な
い
る 

（
山
本
裕
梨
奈　
長
船
中
３
年
）

み
ん
な
の
声
一
人
の
心
を
す
く
え
る
よ 

（
勝
本
志
津
佳　
牛
窓
中
１
年
）

た
よ
ら
れ
て
た
よ
っ
て
く
れ
る
友
が
い
る 

（
番
場　
俊
海　
牛
窓
中
２
年
）

守
り
た
い
そ
の
優
し
さ
と
あ
た
た
か
さ 

（
濵
見　
志
歩　
牛
窓
中
３
年
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

福
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
９-

２
４-

０
０
２
０ 

 

募
集
し
ま
す

 

笑
顔
の
写
真

　
市
で
は
、
心
の
健
康
を
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

「
笑
顔
の
写
真
」
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　
10
月
１
日
（
月
）

　
～
31
日
（
水
）

▽ 

展
示　
11
月
18
日
（
日
）
に
開

催
予
定
の
せ
と
う
ち
保
健
福
祉

フ
ェ
ス
タ
と
、11
月
19
日
（
月
）

～
25
日
（
日
）
の
期
間
、
ゆ
め

ト
ピ
ア
長
船
で
展
示
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　
瀬
戸
内
市
在
住
者

▽
写
真
規
格
な
ど

　

・
大
き
さ
は
、89

×127

以
上
、

　

254

×305

以
内
で
す
（
単

　
位
はm

m

）。

　

・
写
真
の
題
名
と
撮
影
者
の
氏
名

　
を
任
意
の
様
式
に
記
入
し
、
一

　
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
題

　
名
・
撮
影
者
名
も
写
真
と
一
緒

　
に
掲
示
し
ま
す
。
匿
名
・
ペ
ン

　
ネ
ー
ム
で
の
掲
示
を
希
望
す
る

　
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
お
書
き

　
く
だ
さ
い
。

　

・
応
募
点
数
は
、
一
人
に
つ
き
２

　
点
ま
で
で
す
。

　

・
紙
焼
き
（
プ
リ
ン
ト
）
し
た
状

　
態
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
ど
ち
ら
で

　
も
可
で
す
。

　

・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
応
募
方
法

　
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
の
場
合
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
被
写
体
の
権
利
の
対
象
と
な
る

　
著
作
権
・
肖
像
権
な
ど
に
関
し

　
て
は
、
応
募
者
自
ら
の
責
任
に

　
お
い
て
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
12
月
中
旬
頃
に
返

　
却
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
１

　

〒
７
０
１-

４
２
６
４

　

瀬
戸
内
市
長
船
町
土
師
２
７
７-

４  

・
応
募
点
数
は
、
一
人
に
つ
き
２

 

高
齢
者
を
対
象
に

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
事
業
を
10
月
か
ら
平
成
25
年

１
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象

①
満
65
歳
以
上
で
瀬
戸
内
市
に
住

　
民
票
が
あ
る
人

② 

満
60
～
64
歳
の
瀬
戸
内
市
に
住

民
票
が
あ
る
人
の
う
ち
、心
臓・

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
自

今までポリオワクチンを
接種したことがない

生ポリオワクチンを
すでに１回接種している

不活化ポリオワクチンを
１～３回接種している

生ポリオワクチンを
すでに２回接種している

不活化ワクチンを
合計４回接種してください

不活化ワクチンを
あと３回接種してください

不活化ワクチンを
合計４回となるよう残り
の回数接種してください

不活化ワクチンの接種は
必要ありません

ポリオワクチンの接種方法（定期予防接種と追加接種）

8広報 せとうち No.959 2012.10



　行政からのお知らせ

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

 

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
﹁
オ
リ
ー
ブ
会
﹂

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
の
観
覧
優

待
と
最
新
の
情
報
を
お
届
け
す
る

「
オ
リ
ー
ブ
会
」
の
第
２
期
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
年
間
会
費　

　

・
個
人
（
一
般
）
２
、０
０
０
円

　

・
個
人
（
中
学
生
以
下
）
５
０
０
円

　

・
団
体
１
０
、０
０
０
円

▽
会
員
証
有
効
期
間

　
発
行
日
か
ら
平
成
25
年
９
月
30

 
「
法
の
日
」
週
間
行
事

 
無
料
法
律
・
人
権
相
談
な
ど　

　
10
月
１
日
は
法
の
日
で
す
。
裁

判
所
な
ど
で
は
、10
月
１
日
（
月
）

～
７
日
（
日
）
を
「
法
の
日
」
週

間
と
し
、
無
料
法
律
・
人
権
相
談

を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
ま
た
、
裁
判
員
裁
判
用
法

廷
の
見
学
、
裁
判
の
傍
聴
、
検
察

庁
庁
舎
の
見
学
も
で
き
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
法
律
・
人
権
相
談
日
時

　

10
月
４
日
（
木
）
午
前
９
時
30

分
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所

　
岡
山
弁
護
士
会
館
２
階

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
無
料
法
律
・
人
権
相
談
︑
法
廷
の

　

見
学
︑
裁
判
の
傍
聴
に
つ
い
て

　

岡
山
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　

☎
０
８
６-

２
２
２-

６
７
７
１

　

・
検
察
庁
庁
舎
の
見
学
に
つ
い
て

　

岡
山
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

５
８
６
７

 

境
界
問
題
で
お
困
り
の
人
へ

 

境
界
問
題
合
同
相
談
会　

　
岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
土

地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
土
地
の

境
界
問
題
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

る
、
境
界
問
題
合
同
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

　
相
談
は
、
岡
山
地
方
法
務
局
登

記
官
、
岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
所
属
の
土
地
家
屋
調
査
士
が
担

当
し
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
す
。
相
談
時

間
は
１
件
当
た
り
１
時
間
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
６
日
（
火
）
午
前

　
９
時
～
午
後
４
時

▽
場
所

　
岡
山
地
方
法
務
局
備
前
支
局
２
階

　
（
備
前
市
東
片
上
３
８
２
）

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

　

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
８
６-

２
２
２-

４
６
０
６

 

「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」
行
事

 

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
岡
山
県
行
政
書
士
会
で
は
、
10

月
の「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」

の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
面
談
と

電
話
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
行
政
書
士
業
務
全
般
、
Ａ

Ｄ
Ｒ
（
自
転
車
事
故
）、
成
年
後

見
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
電
話

に
よ
る
相
談
の
場
合
は
、
通
話
料

は
相
談
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
１
日
（
月
）
～
３

　
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
面
談
に
よ
る
相
談
場
所

　
岡
山
県
行
政
書
士
会
館

　
（
岡
山
市
北
区
表
町
３-

22-

22
）

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

　

岡
山
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
８
６-

２
２
２-

９
１
１
１  

日
ま
で

▽
申
込
方
法

　
美
術
館
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ
せ

　
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す
。

▽
会
員
特
典
な
ど

　
左
上
表
の
と
お
り

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/ ~museum/

 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人
へ

 

整
骨
院
・
接
骨
院
の
か
か
り
方　

　
整
骨
院
な
ど
の
看
板
や
広
告
に

「
各
種
保
険
取
扱
」
と
あ
っ
て
も
、

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
施
術
を
受
け
る
際
に
は
、
負
傷

原
因
を
正
確
に
伝
え
、
健
康
保
険

の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
理
解
し

た
上
で
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

　

・
骨
折
・
脱
臼

　
（
医
師
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
応
急
手
当
の
場
合
は

　
不
要
で
す
。）

　

・
急
性
な
ど
の
外
傷
性
捻
挫
・
打

　
撲
・
挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）

【
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合
】

　

・
日
常
生
活
に
よ
る
疲
れ
、
体
調

　
不
良
や
単
な
る
肩
こ
り

　

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲
労

　

・
病
気
（
神
経
痛
・
五
十
肩
・
ヘ

　
ル
ニ
ア
な
ど
）
か
ら
く
る
痛
み

　

・
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

　

・
外
科
・
整
形
外
科
で
治
療
中
の

　
も
の
（
同
時
期
・
同
部
位
）

　

・
負
傷
原
因
が
外
傷
性
で
な
い
場
合

　

・
労
働
災
害
や
通
勤
災
害
の
場
合

　

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
目
的
な
ど

※
「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
負

　
傷
名
、負
傷
原
因
、負
傷
部
位
、

　
施
術
日
、
施
術
内
容
、
通
院
回

　
数
、
支
払
金
額
を
確
認
し
、
必

　
ず
自
分
で
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
領
収
証
を
発
行
し
て
も
ら

　
い
、
金
額
の
確
認
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
施
術
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
課

　
国
保
年
金
係
か
ら
お
尋
ね
す
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
医
療
費
の

　
適
正
化
を
図
る
一
環
と
し
て
ご

　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

瀬戸内タウンミーティングを
開催します

　市民の皆さんとの意見交換の場として、今年も瀬
戸内タウンミーティングを開催します。
　誰もが住み続けたいまちづくりを進めるためのご
意見をお寄せください。
　多数のご参加をお待ちしています。

▽ 内容
　・市長からまちづくりの進捗状況について説明
　・市民の皆さんと市長との意見交換

▽ 日程・対象地区　下表のとおり

▽ 時間　午後７時～午後８時 30 分

▽ 対象者　瀬戸内市民
■問い合わせ先
　まちづくり推進課　☎０８６９ - ２２ - １０３１

開催日 会場 地区

1 0
月

15 日（月） 福田コミュニティセンター 福田地区
16 日（火） 豊原コミュニティセンター 豊原地区
17 日（水） 今城コミュニティセンター 今城地区
19 日（金） 本庄コミュニティセンター 本庄地区
22 日（月） 玉津コミュニティセンター 玉津地区
23 日（火） 笠加コミュニティセンター 笠加地区
25 日（木） 裳掛コミュニティセンター 裳掛地区
31 日（水） ゆめトピア長船 国府地区

1 1
月

6 日（火） ゆめトピア長船 行幸地区
8 日（木） 長船町公民館美和分館 美和地区
9 日（金） 瀬戸内市役所 邑久地区

13 日（火） 牛窓町公民館 牛窓地区
14 日（水） 牛窓町公民館鹿忍分館 鹿忍地区
15 日（木） 牛窓町公民館長浜分館 長浜地区

　

社
会
保
険
庁
な
ど
の
職
員
と
称

し
て
、
現
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
１
人
で
対

応
せ
ず
、
相
手
の
名
前
や
所
属
、

用
件
を
聞
い
て
書
き
と
め
た
上
で
、

家
族
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
話
し
た
り
、
現
金
を
支
払
っ

た
り
、
振
り
込
み
を
せ
ず
に
、
岡

山
東
年
金
事
務
所
、
ま
た
は
警
察

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
お
よ
び
日
本
年

金
機
構
が
業
務
委
託
を
行
う
事
業

者
は
、
次
の
こ
と
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

・
銀
行
口
座
番
号
や
振
込
先
な
ど

　

を
電
話
で
聞
く
こ
と

　

・
銀
行
振
込
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を

　

指
示
す
る
こ
と

　

・
届
出
や
申
請
書
の
手
数
料
と
称

　

し
て
現
金
を
預
か
る
こ
と

※
手
続
き
に
手
数
料
は
不
要
で
す
。

　

・
各
種
手
続
き
を
代
行
す
る
こ
と

　

瀬
戸
内
市
に
お
け
る
事
業
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　　

事
業
者
が
、
電
話
や
訪
問
を
す

る
場
合
は
、
会
社
名
と
氏
名
を
名

乗
り
ま
す
。

　

ま
た
訪
問
す
る
場
合
は
、
日
本

年
金
機
構
が
発
行
し
た
身
分
証
（
納

付
督
励
員
証
明
書
）
を
提
示
し

ま
す
。

　

ま
た
納
付
書
を
持
っ
て
い
る
人

に
限
り
、
保
険
料
を
預
か
り
、
必

ず
領
収
証
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

納
付
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
か

ら
、
保
険
料
を
預
か
る
こ
と
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
東
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

　

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

不
審
な
電
話
や
訪
問
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

◎
事
業
者
名

　

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
・

　

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
共
同
企
業
体

※
電
話
と
文
書
の
送
付
は
日
立

　

キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
（
株
）

　

が
︑
訪
問
は
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル

　
（
株
）
が
行
っ
て
い
ま
す
︒

　

☎
０
１
２
０-

２
１
１-

７
２
５

個人会員 団体会員
観
覧
優
待

常設展
無料 無料

企画展
特別展 半額 招待券５枚

情
報
提
供

ポスター・チラシ × ○
美術館ニュース ○ ○
美術館メール 登録者のみ 登録者のみ

そ　の　他 美術館講座や企画で優遇あり
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ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

知
っ
得
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情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

13           2012. 10

　８月４日、牛窓港周辺（牛窓町

牛窓）で花火あげ隊による牛窓花

火大会が行われ、約 2,000 発の花

火が夜空と牛窓港を彩りました。

　打ち上げが始まると、観客の

視線は一斉に上空にくぎ付けに。

次々に現れる大輪の花を堪能した

観客からは、打ち上げが終わると

自然に称賛の拍手がわき起こり、

帰路では来年の打ち上げに向け

た募金に協力する姿が見られま

した。

    大玉が打ち上がるたびに、大きな歓声大玉が打ち上がるたびに、大きな歓声 牛窓花火大会

　７月 29日、国府小学校（長船町福里）で国府

っ子祭りが行われました。学校と地域の活性化を

目指したこの祭りは、今年で３回目。参加した約

300人の児童や就学前の子どもたちとその保護者

らは、夏の日のイベントを楽しみました。

　県警音楽隊による演奏、カラーガード隊員によ

る演技、音楽に合わせて大きな紙に揮
きごう

毫するパフ

ォーマンスやそうめん流し、餅つき、プールに入

っての魚や亀との触れ合い、マジックショーの鑑

賞などが行われました。

　祭りの最後には花火の打ち上げが行われ、夜空

を彩りました。

   夏のイベントを楽しみました夏のイベントを楽しみました 　　国府っ子祭り　　国府っ子祭り

夜空と牛窓港を美しく彩った花火

    防火啓発活動に活用防火啓発活動に活用 「幼年消防クラブ」の活動備品を配備

　市では、( 財 ) 自治総合センターが行う「コミ

ュニティ助成事業」を活用し、幼年消防クラブの

活動を支援する備品として、鼓笛隊セットを購入

しました。

　この事業は、同財団からの助成により実施され

ているもので、幼年消防クラブの育成および防火

思想の普及啓発を図り、「自分たちの町は自分た

ちで守る」という基本理念のもと、地域の防火防

災活動の向上を図ることを目的としています。

　購入した備品は、８月 29 日に牛窓ルンビニ保

育園幼年消防クラブに配備しました。今後、防火

意識向上のための啓発活動に利用されます。  鼓笛隊セット（左上） ／ 牛窓ルンビニ保育園幼年消防クラブによる演奏（右下）

　７月 21 日、出島公園（牛窓町牛窓）で牛鬼ま

つりが開催されました。本牛窓音頭保存会が３世

代が楽しめる祭りとして毎年開催しているもの

で、今回で 12 回目を迎えました。

　牛鬼太鼓、長船名刀太鼓の演奏で幕開け。ゲス

ト歌手が歌う牛窓の歴史や景勝を歌い込んだ「本

牛窓音頭」などに合わせて、参加者らは踊りを披

露しました。

　恒例の踊りコンテストには、市内の幼稚園や保

育園、職場や地域の 15 チーム約 500 人が参加。

おはやしに合わせて、大人から子どもまで一緒に

なって踊りを楽しみました。

   世代を超えて踊りの輪が広がりました世代を超えて踊りの輪が広がりました 牛鬼まつり牛鬼まつり

牛鬼太鼓が演奏を披露（左上） ／ 「本牛窓音頭」に合わせて踊る参加者ら（右下）

天井に向かってエイッ（左上） ／ キーボードを弾く熊丸さん（右下）

　８月３・４日、熊丸みつ子さんを招き、図書館

子育て応援講座を行いました。

　４日の約 30 人の親子が参加した中央公民館の

会場では、熊丸さんは「親の笑顔は子どもの精神

安定剤」「子どもは泣いたりいたずらするのが仕

事。子育てでイライラするのは当たり前。順調。

順調」などと、軽妙な語り口で、冗談を交えなが

ら子育てのこつを伝えていました。

　子どもたちは、熊丸さんのキーボードの演奏に

合わせて走り回ったり、新聞紙で作ったてるてる

坊主を天井に向かって投げたり、ねじって細長く

した新聞紙を飛び越えたりして遊びました。 

  うちの子最高！親子で遊ぼう！うちの子最高！親子で遊ぼう！ 図書館子育て応援講座

　８月５日に満 100 歳を迎えた

米村時江さん（長船町福岡）のお

祝いに、武久顕也市長らが入所し

ている施設を訪問し、お祝い状や

記念品を手渡しました。一人娘を

早くに亡くした米村さんですが、

花束や手書きの絵を持参したひ孫

らに囲まれてのにぎやかなお祝い

となりました。

    いつまでもお元気でいつまでもお元気で

武久市長とお祝い状を読む米村さん（左） ／ お祝いの花束を手にする岡本さん（右）

　また、８月 13 日に満 100 歳を迎えた岡本静子さん（牛窓町千手）のお祝いに、武久顕也市長らが、自宅を訪問しました。

岡本さんは、家族らに囲まれお祝い状を受け取ると「こんなにうれしいことはありません。家族が大事にしてくれたおか

げです」と感激していました。お二人とも、これからも元気でお過ごしください。 そうめん流しを楽しむ子どもたち（左下） ／ プールで魚や亀にタッチ（右上）

100 歳を迎えた高齢者をお祝い

まちの話題（カラー版作成用）.indd   10-11 2012/10/03   17:13:55
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ごみ減量速報

　

平
成
23
年
に
お
け
る
瀬
戸
内

市
内
の
救
急
出
動
件
数
は
１
、

５
３
２
件
で
、
搬
送
人
員
は
１
、

５
０
７
人
で
し
た
。

　
市
民
の
約
25
人
に
１
人
が
、
搬

　平成 24 年 4 ～８月における市民１人
１日あたりのごみ排出量は 751㌘で、基
準値 782㌘からの減量率は 4.0％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 204㌘です。
　これは、キウイ２個
分に相当します。
　引き続き、ごみの減
量 に ご 協 力 を お 願 い
します。

　
市
内
唯
一
の
ご
み
焼
却
施
設
で

あ
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

（
牛
窓
町
牛
窓
）
の
改
造
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
工
事
の
内
容

　
現
在
岡
山
市
に
焼
却
を
委
託
し

て
い
る
長
船
地
域
の
ご
み
を
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
で
処
理

す
る
た
め
、
設
備
が
長
時
間
の
焼

却
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。
工
事
期
間
は
平
成
25
年

３
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
。

▽
焼
却
運
転
の
停
止

　

焼
却
炉
内
の
工
事
を
す
る
た

め
、
焼
却
運
転
を
完
全
に
停
止
す

る
期
間
が
あ
り
ま
す
。
停
止
期
間

は
、
10
月
22
日
（
月
）
か
ら
12
月

10
日
（
月
）（
予
定
）
ま
で
で
、
そ

の
間
に
搬
入
さ
れ
る
可
燃
ご
み
は
、

岡
山
市
に
処
理
を
委
託
し
ま
す
。

▽
ご
み
の
収
集
と
持
ち
込
み

　

焼
却
運
転
完
全
停
止
期
間
中

も
、家
庭
ご
み
の
収
集
や
、ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め
で
の
ご
み
の

受
け
入
れ
は
、
通
常
ど
お
り
行
い

ま
す
。

　
た
だ
し
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
収
集
す
る
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
可
燃
ご
み
や
、
事
業
所
か
ら

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

ご
み
焼
却
施
設
の
改
造
工
事
を
実
施
中

排
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
に
つ
い
て

も
、
こ
の
期
間
は
、
岡
山
市
に
委

託
費
用
を
支
払
っ
て
処
理
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ご
み
量
が
減
れ
ば
、
委
託
費
用

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
直
接
持
ち
込
み
の
ご
み
」「
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収
す
る
家
庭
ご

み
」「
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

ご
み
」
な
ど
、
全
て
に
お
い
て
、

さ
ら
な
る
減
量
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
期
間
は
、
家
庭
や

事
業
所
の
片
付
け
な
ど
で
出
る
、

処
理
を
急
が
な
い
ご
み
の
持
ち
込

み
は
、
で
き
る
だ
け
控
え
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

　
み
ん
な
が
や
れ
ば
で
き
る
︒
ご
み
減
量

　
10
月
は
ご
み
減
量
強
化
月
間
！

　
市
で
は
、
10
月
を
ご
み
減
量
強

化
月
間
に
指
定
し
、
市
民
や
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
、
ご
み
減
量
を

呼
び
掛
け
る
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　
「
ざ
つ
紙
の
分
別
の
徹
底
」「
生

ご
み
の
水
切
り
の
徹
底
」
な
ど
、

市
民
一
人
一
人
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
全
体
の
ご
み
を
減
量
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
み
ん
な
が
や
れ
ば
で
き
る
。

ご
み
減
量
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

　あなたが主役！ 

　ごみダイエット瀬戸内

　市では、家庭におけるごみ減量の取り組
みに関するアンケートを行います。
　「ざつ紙などの古紙の分別」「生ごみの堆
肥化や水切りの徹底」について、家庭での
取り組み状況を教えてください。
　現在、十分な取り組みができていないと
感じている人も、市が推進する「ごみ減
量」の課題の把握や解決策に結びつく貴重
なデータとなりますので、ぜひご協力くだ
さい。
　本紙に折り込みの緑
色のアンケートはがき
に記入し、投函してく
ださい（切手不要）。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｊ
Ｒ
駅

前
、
大
型
店
舗
前
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
な
ど
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
、
市
職
員
や
各
種
市
民
団
体

が
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課

送
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
軽
微
な
事
案
で
の
救

急
要
請
も
多
く
、
救
急
搬
送
し
た

人
の
う
ち
、
５
５
６
人
が
入
院
加

療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
者
で
、

全
体
の
36
・
９
％
を
占
め
て
い
ま

し
た
。

　
近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
や

搬
送
人
員
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
軽
症
者
の
搬
送
は
、
よ
り
緊

急
に
救
急
搬
送
す
る
必
要
の
あ
る

人
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ
、
救
命

率
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
急
な
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
救

急
車
を
呼
べ
ば
よ
い
の
か
、
自
分

で
病
院
を
受
診
す
れ
ば
よ
い
の
か

迷
っ
た
時
は
、
消
防
本
部
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
左
図
の
よ
う
な
場
合

や
い
つ
も
と
違
う
場
合
、
様
子
が

お
か
し
い
場
合
は
、
た
め
ら
う
こ

と
な
く
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
相
談
先

　

消
防
本
部

　

☎
０
８
６
９-

２
２-
１
３
３
３

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

消
防
本
部
警
防
課

平成 23 年３月消防庁作成「救急車を上手に使いましょう」より抜粋

クリーンセンターかもめ

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
に
ご
協
力
を
！

５月に行った啓発活動

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ためらわず救急車を呼んでほしい症状

大人

小児（15 歳未満）
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習
慣
病
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
は
じ

め
の
う
ち
は
痛
み
な
ど
の
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
特
定
健
康
診
査
で
発
症

リ
ス
ク
を
指
摘
さ
れ
て
も
、
生
活

習
慣
を
見
直
さ
な
い
ま
ま
過
ご
し

て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
市
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
特
定
健
康
診
査
を

受
け
た
後
に
行
動
や
意
識
の
変
化

豚肉とサツマイモの焼きびたし

サツマイモはおかずにす
る場合、煮ることが多い
ですが、焼いてから味を
からめてなじませるの
で、煮崩れせずに見た目
がきれいに仕上がりま
す。サツマイモの甘味と、
赤唐辛子のピリピリとし
た辛さがご飯にもとても
よく合います。
子どもには、赤唐辛子の
量を減らして作ってみて
ください。

黒田順子さん（ひまわりエプロン会）です

サツマイモはゆっくり加熱すると甘味が増しま
す。切り口から出てくる白い乳液状の物質には
便通を整える働きがあるので、水にさらさずに
使いましょう。
掘りたてのサツマイモは、土が付いたまましば
らく置いておくと甘味が増します。洗わずに新
聞紙に包み、ダンボール箱に縦に入れて室内で
保存すると長持ちします。

◆材料（４人分）
●豚バラ薄切り肉（250g）
●だし汁（大さじ６）
●こしょう（少々）
Ａ
●酢（大さじ 1 と 1/2）
●赤唐辛子（１本）

●サツマイモ（300g）
●塩（少々）

●砂糖（小さじ 1 と 1/2）

健
康
ラ
イ
フ

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

特定保健指導を活用しよう
生活習慣を見直すチャンスです！

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、生
活
習
慣
を
改
善
し
た
り
、

意
識
が
変
化
し
た
人
が
い
た
一

方
で
、「
何
も
し
な
か
っ
た
」
と

答
え
た
人
の
割
合
は
26
・
６
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
年
に
１
度
は
特
定
健
康
診

査
を
受
け
、
体
の
状
態
を
数
値
で

確
認
し
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
特
定
健
康
診
査

は
、
受
け
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

ら
、「
６
カ
月
で
体
重
を
３
㌔
減

ら
す
」
な
ど
と
い
っ
た
具
体
的
な

目
標
と
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
運
動
習
慣
・
食
事
習
慣
な

改
善
に
継
続
し
て
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
人
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
定
保
健
指
導
の
案
内
が
届
い

た
人
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
良

い
機
会
と
捉
え
、
積
極
的
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象

で
は
な
い
場
合
で
も
、
健
診
結
果

な
ど
を
も
と
に
生
活
習
慣
の
改
善

方
法
を
知
り
た
い
人
を
対
象
と
し

た
個
別
健
康
相
談
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

◆作り方
①豚バラ肉は５㌢に切って、塩・こしょうをふ
　り、15 分ほどおく。
②サツマイモは良く洗い、皮がついたまま１㌢
　の輪切りにし、堅めにゆでる。
③赤唐辛子は種を取って小口切りにし、Ａの材
　料を混ぜ合わせて調味液を作る。
④豚肉をフライパンに重ならないように並べて
　中火にかける。肉の脂をペーパータオルなど
　でふきとりながら両面を焼き、調味液に漬ける。
⑤フライパンは洗わずに、次にサツマイモを両
　面焼く。焼き色がついたら④の肉にからめ、
　15 分ほどおいて味をなじませる。

の
健
康
管
理
方
法
や
生
活
の
様
子

を
聞
き
、
特
定
健
康
診
査
の
結
果

を
も
と
に
、
家
庭
状
況
や
仕
事
、

健
康
状
態
な
ど
に
配
慮
し
な
が

健
康
づ
く
り
の
始
ま
り
な
の
で
す
。

特
定
保
健
指
導
を
活
用
し
よ
う

　
各
医
療
保
険
者
は
、
40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
し
て
、

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
予
防
を
目
的
と
し
た
「
特

定
健
康
診
査
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
特
定
健
康
診
査
の

結
果
に
基
づ
い
て
、
生
活
習
慣
病

の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
、
生
活
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
人
を
対
象
に

し
た
「
特
定
保
健
指
導
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
医
療
保
険
者
に
よ
っ
て
案
内
方

法
、
内
容
な
ど
が
異
な
る
た
め
、

詳
し
く
は
各
医
療
保
険
者
へ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

ど
の
改
善
策
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
の
効
果

　
平
成
22
年
度
の
特
定
保
健
指
導

参
加
者
に
は
、
体
重
・
腹
囲
の
減

や
血
液
検
査
値
の
改
善
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
体
重
や
腹
囲
に
大
き
な
変
化
が

な
か
っ
た
人
の
中
に
も
、
特
定
保

健
指
導
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
食

事
で
野
菜
を
取
る
こ
と
を
心
掛
け

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
の
習
慣
が
つ
く
な
ど
、
指
導

期
間
が
終
わ
っ
て
も
生
活
習
慣
の

よくある質問と答え

特定保健指導Ｑ＆Ａ

Ｑ．特定保健指導の対象となった
場合、必ず受けなければいけませ
んか。
Ａ．強制ではありませんが、ご自
身の生活習慣病の予防、健康維持・
増進のために、ぜひ利用してくだ
さい。
Ｑ．忙しく、なかなか指導を受け
る時間がとれません。
Ａ．指導を受けることが生活習慣
病の予防につながり、将来の通院
時間や医療費を抑制
できることを家庭や
職 場 で 説 明 し、 協 力
してもらうように働
きかけましょう。

生活習慣の改善策（例）

【運動習慣の改善策】
　・ラジオ体操を１日１回する
　・毎日 10 分間のウオーキングをする
　・腰痛体操を１日１セット行う
　・テレビを見ながらの
　足上げや、家事をし
　ながらのかかと上げ、
　犬の散歩をしながら
　の肩のストレッチな
　どの「ながら運動」
　をする

【食事習慣の改善策】
　・朝食に野菜料理を１皿食べる
　・ 水 筒 を 持 ち 歩 く よ う に し て、 缶

ジュースを飲むことを控える
　・夕食後の間食をしないよう心掛ける
　・茶碗を一回り小さいものにかえる

　・なかなか一人では挑戦できませんでした。指導があった
　からこそ頑張れました
　・生活改善の意識付けから、毎日、継続しての努力が必要
　だと感じた。今後も絶やさず実行して生活したい
　・以前のズボンがはけるようになってうれしい
　・食品を購入する際、カロリー表示を確認するようになった

市
の
特
定
保
健
指
導

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
を
対
象
と
し
て
、
特
定
健
康
診

査
を
実
施
し
、
特
定
保
健
指
導
の

対
象
者
に
は
、
９
月
か
ら
順
次
、

案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
専
門
家
が
、
１
対
１
で
、
普
段

　

生
活
習
慣
病
と

は
、
食
習
慣
、
運
動

習
慣
、休
養
、喫
煙
、

飲
酒
な
ど
の
生
活
習

慣
が
、
そ
の
発
症
・

進
行
に
関
与
す
る
病

気
の
総
称
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が

あ
り
、
日
本
人
の
３

分
の
２
近
く
が
生
活

特定保健指導の対象者向けの運動教室

特定保健指導に参加した人から
寄せられた感想を紹介します！

健康相談・栄養相談を受けた

医療機関にかかった

食事に気をつけるようになった

定期的に運動を始めた

既に生活習慣に気をつけているので、そのまま継続したい

何もしなかった

その他

無回答

0 ５ 10 15 20 25 30 35 40（%）

8.8
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34.2

26.6

1.2

3.4

特定健康診査を受けた後の行動や意識の変化
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牛
窓
町
公
民
館

　
文
化
祭
共
催
イ
ベ
ン
ト

　
パ
ソ
コ
ン
体
験
講
座

　
文
化
祭
（
邑
久
会
場
）
の
共
催

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
わ
い
わ
い
パ

ソ
コ
ン
メ
イ
ト
（
公
民
館
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
皆
さ
ん
に

よ
る
パ
ソ
コ
ン
体
験
講
座
を
開
催

し
ま
す
。事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
作
品
に
使
用
し
た
い
写

真
の
電
子
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合

や
、
作
品
の
電
子
デ
ー
タ
を
持
ち

帰
り
た
い
場
合
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
ー
や
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　

▽
内
容
・
日
時

【
名
刺
︑
一
筆
箋
︑
フ
ォ
ト
ア
ル

バ
ム
︑
カ
レ
ン
ダ
ー
の
制
作
】　

　

10
月
13
日
（
土
）
午
前
10
時
～

巻
の
九
十
三

　
11
月
25
日
（
日
）
に
、
ゆ
め
ト

ピ
ア
長
船
で
、「
黒
田
サ
ミ
ッ
ト

ｉ
ｎ
瀬
戸
内
市
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
」
と
は
、
豊

臣
秀
吉
の
参
謀
と
し
て
活
躍
し

た
戦
国
武
将
・
黒
田
官か

ん

べ

え

兵
衛

（
如じ

ょ
す
い水
）
に
ゆ
か
り
の
地
か
ら
、

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
す

る
行
事
で
す
。
官
兵
衛
は
、
策
略

や
交
渉
事
を
得
意
と
し
、
豊
臣
秀

吉
の
天
下
統
一
を
助
け
ま
し
た
。

秀
吉
は
、
官
兵
衛
の
才
知
を
高
く

評
価
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
座

を
脅
か
し
か
ね
な
い
人
物
と
し
て

恐
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

黒
田
氏
ゆ
か
り
の
地
と
し
て

は
、
官
兵
衛
が
生
ま
れ
た
兵
庫
県

姫
路
市
を
は
じ
め
、
黒
田
氏
発
祥

の
地
で
あ
る
滋
賀
県
長
浜
市
、
官

兵
衛
が
築
い
た
城
の
あ
る
大
分
県

中
津
市
、
黒
田
氏
が
江
戸
時
代
に

藩
主
で
あ
っ
た
福
岡
県
福
岡
市
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
で
は
、
瀬
戸
内
市
と
黒
田
氏
に

は
ど
の
よ
う
な
ゆ
か
り
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

瀬
戸
内
市
と
黒
田
氏
の
関
係

　
実
は
、
官
兵
衛
の
父・職も

と
た
か隆
は
、

備
前
福
岡（
現
在
の
長
船
町
福
岡
）

で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
氏
の
記
録
で
あ
る
﹃
黒
田

家か

ふ譜
﹄
な
ど
に
よ
る
と
、
黒
田
氏

は
、
も
と
も
と
近
江
国
（
現
在
の

滋
賀
県
）
が
本
拠
地
で
し
た
。
官

兵
衛
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
黒
田

高た
か
ま
さ政
は
、永
正
８（
１
５
１
１
）年
、

室
町
幕
府
の
政
権
を
め
ぐ
っ
て
起

こ
っ
た
船
岡
山（
現
在
の
京
都
市
）

の
合
戦
で
軍
令
違
反
を
犯
し
、
本

拠
地
で
あ
る
近
江
国
に
居
ら
れ
な

く
な
り
、
備
前
福
岡
に
移
っ
て
来

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
政
は
、大
永
３
（
１
５
２
３
）

年
、備
前
福
岡
に
て
没
し
ま
し
た
。

妙
興
寺
（
長
船
町
福
岡
）
の
裏
に

あ
る
墓
所
に
は
、
高
政
の
墓
が
あ

る
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
高
政
の
子
・
重し

げ
た
か隆
は
、
父
と
と

も
に
備
前
福
岡
に
移
り
住
み
、
高

政
が
没
し
た
後
、
播
磨
国
姫
路
に

移
り
ま
し
た
。

　
重
隆
の
子
、
職
隆
は
、
大
永
４

（
１
５
２
４
）
年
、
備
前
福
岡
に

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　10 月 31 日（水）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

BooKs

　
本
め
す
す

  　　　   今月のお

分
～
正
午

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
持
参

▽
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

岡
山
県
内
で
起
こ
っ
た
過
去
の
災
害
、
こ
れ
か
ら
起

こ
り
う
る
災
害
を
科
学
的
に
解
説
。
災
害
対
策
に
つ

い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
災
害
が
少
な
い
と
言
わ

れ
る
岡
山
県
で
す
が
、
本
書
の
例
に
接
す
れ
ば
、
や

は
り
他
人
事
で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
﹃
岡
山
学
﹄
９

岡
山
の
「
災
害
」
を
科
学
す
る

岡
山
理
科
大
学
﹃
岡
山
学
﹄
研
究
会
⁝
編　

吉
備
人
出
版

劇画　戦国武将・宇喜多四代
―岡山城築城物語―
市川俊介…監修　タケバヤシ哲郎…画　吉備人出版

　
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
英
語
で
遊
ぼ
う
！

　
10
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
、
牛
窓
中
学
校
外
国
語
指
導
助

手
の
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
と
文
化
交

流
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
英

語
で
遊
ぼ
う
！
」
で
す
。

　
初
め
て
英
語
に
触
れ
る
お
子
さ

ん
で
も
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
で
遊
ん
だ
り
、
英
語
の
歌
を

歌
っ
た
り
し
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
20
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館

▽
対
象　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

　
と
そ
の
保
護
者

▽
定
員　
30
人

※
10
月
２
日
か
ら
受
付
開
始
。
先

　
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▽
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

正
午
、
10
月
14
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
～
午
後
３
時

【
万
年
カ
レ
ン
ダ
ー
︑
う
ち
わ
︑

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
︑
封
筒
の

制
作
】

　

10
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時
、10
月
14
日
（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

【
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
勉
強
会

（
初
心
者
向
け
）】

　
10
月
13
日
（
土
）
午
前
11
時
30

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

岡山城を築いた宇喜多直家は、瀬戸内市内の砥石城で生
まれたと言われています。戦国乱世を戦い抜いた、宇喜
多能家・興家・直家・秀家の生きざまを、漫画でわかり
やすく紹介。宇喜多氏の歴史を知る入門編に最適です。

を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
長
政
は
、

筑
前
に
城
を
築
い
た
際
、
黒
田
氏

発
展
の
基
礎
を
築
い
た
先
祖
の
地

で
あ
る
備
前
福
岡
に
ち
な
み
、「
福

岡
城
」
と
名
付
け
ま
し
た
（﹃
黒

田
家
譜
﹄巻
之
十
四「
長
政
記
」）。

黒
田
サ
ミ
ッ
ト

　
「
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
黒
田

官
兵
衛
を
顕
彰
す
る
団
体
な
ど

も
県
外
か
ら
来
市
し
て
交
流
し
ま

す
。
備
前
福
岡
の
歴
史
に
つ
い
て

新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
「
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
瀬
戸
内

市
」
の
詳
細
は
、
本
紙
11
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
、
の
ち
に
父
と
と
も
に
姫

路
に
移
り
ま
し
た
。

　
﹃
黒
田
家
譜
﹄に
は
、職
隆
が「
備

前
国
福
岡
の
城
」
に
生
ま
れ
た
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

備
前
福
岡
に
つ
い
て

　
福
岡
の
地
は
、
吉
井
川
と
山
陽

道
が
交
わ
る
付
近
に
位
置
し
、
中

世
後
期
に
は
支
配
の
拠
点
と
な
る

守
護
所
が
置
か
れ
、
備
前
国
の
中

心
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
商
業

都
市
と
し
て
も
山
陽
道
随
一
の
繁

栄
を
誇
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。﹃
一

遍
上
人
絵
伝
﹄
に
描
か
れ
た
「
福

岡
の
市い

ち

」
は
特
に
有
名
で
す
。

　
ま
た
、
福
岡
は
、
江
戸
時
代
に

は
岡
山
藩
の
「
在ざ

い
ま
ち町
（
一
定
の
商

業
活
動
の
許
さ
れ
た
村
の
こ
と
）」

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

も
、「
市い

ち
ば
こ
う
じ

場
小
路
」
な
ど
の
地
名

が
残
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
県
の
「
福
岡
」
に
つ
い
て

　
黒
田
官
兵
衛
の
子
・
長な

が
ま
さ政
は
、

父
と
と
も
に
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て

功
を
な
し
、
の
ち
に
徳
川
家
康
に

仕
え
て
筑
前
国
（
福
岡
県
西
部
）

備前福岡のまちなみ

映画の上映協力金を
「みちのく未来基金」に寄付

黒田家墓所

 

備
前
福
岡
と
戦
国
の
黒
田
氏

　３月 18 日、中央公民館で、東日本
大震災で被災した宮城県石巻市などで
撮影が行われた映画「エクレール　お
菓子放浪記」の上映会を行いました。
　この上映会は、東日本大震災の復興
支援などを目的として、市民団体など
が中心となった映画上映実行委員会に
より開催されたものです。
　このたび、上映会で集まった上映協
力金など 44,710 円を義援金として震
災孤児の進学支援を行う「公益財団法
人みちのく未来基金」に寄付すること
が決定しました。
　多くの皆さんのご協力
ありがとうございました。
■問い合わせ先　中央公民館
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瀬
戸
内
市
立
美
術
館
企
画
展

 

東
山
魁
夷
版
画
展

　
瀬
戸
内
市
美
術
館
で
は
、「
東

山
魁
夷
版
画
展
」を
開
催
し
ま
す
。

　
自
然
を
愛
し
、
深
い
情
感
を
た

た
え
た
静
か
で
穏
や
か
な
風
景
画

で
日
本
画
の
新
境
地
を
開
拓
し
た

東
山
魁
夷
。
日
本
人
の
自
然
観
や

心
情
ま
で
も
反
映
し
た
と
さ
れ
る

そ
の
芸
術
世
界
は
、
今
も
幅
広
い

世
代
に
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

祝
）
ま
で
は
、「
開
館
２
周
年
記

念
市
民
開
放
」
を
行
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
民
と
分
か
る
証
明
書

な
ど
を
受
付
で
提
示
す
る
と
無
料

で
入
館
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

参
加
者
募
集

 

瀬
戸
内
牛
窓
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ

　

瀬
戸
内
牛
窓
国
際
交
流
フ
ェ

ス
タ
を
11
月
３
日
、
４
日
の
２
日

間
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
１
日

目
は
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
唐
子
踊
や
、
小
・
中

学
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
２

日
目
に
は
朝
鮮
通
信
使
行
列
を
行

い
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
朝
鮮
通
信

使
行
列
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
ス
テ
ー
ジ
発
表
】

▽
日
時　
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
午
後
２
～
４
時

▽
内
容　
唐
子
踊
、
韓
国
打
楽
器
演

奏
（
サ
ム
ル
ノ
リ
）、
扇
の
舞
（
プ

チ
ェ
チ
ュ
ム
）、
土
笛
演
奏
、
人

くらしの情報

　

・
土
笛
・
オ
カ
リ
ナ
演
奏
会
（
３

　
日
午
後
１
時
～
）

　
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
作
っ
た

土
笛
で
の
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

オ
カ
リ
ナ
奏
者
軽
部
り
つ
こ
氏
の

演
奏
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

寒
風
陶
芸
会
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

 

参
加
者
募
集

 

ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
皿
を
作
ろ
う
！

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
素
焼
き

の
皿
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
な
ど
を
描
く
絵
付

け
体
験
が
で
き
ま
す
。
出
来
上

が
っ
た
作
品
を
展
示
す
る
絵
皿
展

も
開
催
し
ま
す
。

て
い
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
る

ほ
か
、
大
鍋
で
豪
快
に
調
理
し
た

パ
エ
リ
ア
を
無
料
で
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
山
頂
芝
生
広
場
で
は
、

屋
台
や
オ
リ
ー
ブ
油
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
地
中
海
料
理
の
提
供
、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
頭

皮
・
毛
髪
ケ
ア
教
室
、
苗
木
の
即

売
会
、
赤
屋
根
（
佐
竹
徳
画
伯
ア

ト
リ
エ
）の
開
放
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
収
穫
祭
当
日
は
オ
リ
ー
ブ
園
近

隣
の
車
両
進
入
を
規
制
し
ま
す
。

出
島
公
園
（
牛
窓
東
小
学
校
前
）

の
臨
時
駐
車
場
か
ら
の
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
27
日
（
土
）
午
前

　
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園

▽
入
場
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

９
１
１
１

 

参
加
者
募
集

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

美
和
歩
く
会
で
は
、
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し

ま
す
。

形
劇
「
朝
鮮
通
信
使
物
語
」
な
ど

▽
場
所　
牛
窓
中
学
校
体
育
館

【
夕
焼
け
コ
ン
サ
ー
ト
】

▽
日
時　
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
午
後
４
時
～
午
後
５
時
30
分　

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
観
光
セ
ン
タ
ー

　
「
瀬
戸
内
き
ら
り
館
」
前
広
場

　
（
牛
窓
町
牛
窓
３
０
３
１
‐
２
）

【
キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー
ド
】

▽
日
時　
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
午
後
６
～
７
時

▽
場
所　

し
お
ま
ち
唐
琴
通
り

【
朝
鮮
通
信
使
行
列
】

▽
日
時　
11
月
４
日
（
日
）

　
午
前
９
時
（
受
付
）
～
正
午

※
郷
土
料
理
「
水か

こ夫
の
じ
ゃ
ぶ
じ

　
ゃ
ぶ
」
付
き

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館
集
合
出

　
発
～
本
蓮
寺

　

・
陶
と
花
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展

　
「
海
を
わ
た
る
風
」（
見
学
無
料
）

　
寒
風
陶
芸
の
里
の
作
家
15
人
の

焼
き
物
お
よ
そ
20
点
に
西
大
寺
華

道
部
文
化
連
盟
（
八
流
派
）
が
花

を
生
け
た
作
品
が
並
び
ま
す
。

【
陶
芸
】

　

・
焼
き
物
展
示
即
売
会

　

・
東
日
本
大
震
災
支
援
チ
ャ
リ
テ

　
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

・
ろ
く
ろ
実
演

　

・
作
家
の
工
房
公
開

【
食
】

　

・
抹
茶
席

　

・
寒
風
市
場
（
地
元
の
農
家
で
収

　
穫
し
た
新
鮮
な
野
菜
や
花
、
竹

　
炭
の
販
売
）

　

・
食
品
販
売
（
山
菜
お
こ
わ
、
サ

　
ン
ド
イ
ッ
チ
、
や
き
そ
ば
、
パ

　
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど
の
販
売
）

【
特
別
企
画
】

　
本
展
で
は
、
香
川
県
立
東
山
魁

夷
せ
と
う
ち
美
術
館
の
協
力
を
得

て
、
そ
の
所
蔵
作
品
の
う
ち
版
画

作
品
54
点
を
展
示
し
ま
す
。

　
透
明
感
の
あ
る
色
彩
で
描
か
れ

る
雄
大
な
自
然
な
ど
、
魁
夷
の
描

く
清
浄
な
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▽
期
間

　
11
月
４
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
祝

　
日
を
除
く
）、
祝
日
の
翌
日
で

　
す
。
た
だ
し
、
11
月
４
日
は
開

　
館
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
３
０
０
円
、　
中
学
生
以

　
下
無
料

【
開
館
２
周
年
記
念
市
民
開
放
】

　
10
月
６
日（
土
）か
ら
８
日（
月・

▽
申
込
期
限　
10
月
20
日
（
土
）

【
産
直
屋
台
グ
ル
メ
村
】

▽
日
時　
11
月
４
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
観
光
セ
ン
タ
ー

　
「
瀬
戸
内
き
ら
り
館
」
周
辺

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

瀬
戸
内
牛
窓
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ

　

実
行
委
員
会
事
務
局　

岡
さ
ん

　

☎
０
９
０-

３
０
５
５-

５
１
０
８

 

ご
来
場
く
だ
さ
い

 

寒
風
陶
芸
ま
つ
り

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
秋
の
陶

芸
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

焼
き
物
と
花
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
展
示
を
行
う
ほ
か
、
土
ひ

ね
り
や
絵
付
け
体
験
な
ど
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
期
間　
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

　
～
４
日
（
日
）

▽
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
４
日
は
午
後
４
時
ま
で

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館
（
牛
窓

　
町
長
浜
５
０
９
２
）
周
辺

※ 

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示
の
第

２
会
場
は
、
し
お
ま
ち
唐
琴
通

り
の
古
民
家
で
す
。

【
特
別
展
】

東山魁夷「山峡雨晴」リトグラフ

▽
日
時　
10
月
20
日
（
土
）
午
前

　
10
時
～
正
午

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
対
象　
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

▽
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　
７
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

寒
風
陶
芸
会
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

 

開
催
し
ま
す

 

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭　

　
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
を
会
場
に
第

19
回
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
を
開

催
し
ま
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
の
収
穫
体
験
や
搾
油

実
演
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
味
き

き
）
な
ど
年
に
一
度
し
か
公
開
し

【
ク
リ
ス
マ
ス
の
皿
絵
付
け
】

▽
期
間　
11
月
４
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
（
祝

　
日
を
除
く
）、
祝
日
の
翌
日
で

　
す
。
た
だ
し
、
11
月
４
日
は
開

　
館
し
ま
す
。

▽
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
受
付
は
午
後
３
時
ま
で

※ 

10
人
以
上
で
参
加
す
る
場
合
は
、

電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
参
加
費　
８
０
０
円

【
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
皿
展
】

▽
期
間　
12
月
12
日
（
水
）
～
16

　
日
（
日
）

▽
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

　
30
分（
16
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

寒
風
陶
芸
会
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

 

参
加
者
募
集

 

昔
の
焼
き
も
の
の
文
様
を
描
こ
う

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
須
恵
器

が
焼
か
れ
て
い
た
窯
跡
の
見
学

と
、
渦
巻
き
や
車
輪
な
ど
の
文
様

を
入
れ
た
皿
作
り
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

陶と花のコラボレーション（上）／
オカリナ奏者軽部りつ子氏（下）

色とりどりの衣装に身を包み本蓮寺に向かう行列同心円紋皿
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国

　

〒
７
３
９-

０
０
４
６

　

広
島
県
東
広
島
市
鏡
山
３-

３-

１

　

☎
０
８
２-

４
２
１-

６
３
０
５

　

HPhttp://w
w

w
.jica.go.jp/

 

参
加
者
募
集

 

冬
休
み
海
外
派
遣
事
業

　
文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と

し
た
冬
休
み
海
外
派
遣
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ク
リ

　
ス
マ
ス
体
験
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

　
文
化
交
流
、
地
域
見
学
、
野
外

　
活
動
な
ど

▽
派
遣
先　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

　
サ
イ
パ
ン
、
フ
ィ
ジ
ー
、
カ
ン

　
ボ
ジ
ア

▽
日
程　
12
月
24
日
（
月
・
振
替

　
休
日
）
～
平
成
25
年
１
月
２
日

　
（
水
）
の
う
ち
７
～
10
日
間

▽
対
象　
小
学
校
３
年
生
～
高
校

　
３
年
生
（
事
業
に
よ
り
対
象
学

　
年
が
異
な
る
）

▽
定
員　
各
グ
ル
ー
プ
20
人

▽
参
加
費　

22
万
８
千
円
～
35
万

　
８
千
円（
事
業
に
よ
り
異
な
る
）

　
大
正
琴
の
演
奏
の
ほ
か
、
津
軽

三
味
線
奏
者
の
蝦
名
宇
摩
さ
ん
を

招
い
て
の
競
演
な
ど
も
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
28
日
（
日
）　
午
後

　
１
時
30
分
～

※
開
場
は
午
後
１
時
で
す
。

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
入
場
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

立
岡
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
３
０
０

 

参
加
者
募
集

 

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
調
査
隊

　
備
前
福
岡
の
市
圏
地
産
地
消
推

進
協
議
会
で
は
、
10
月
28
日
の
備

前
福
岡
の
市
に
合
わ
せ
て
開
催
す

る
「
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
調
査
隊 

ｉ
ｎ 
備
前
福
岡
の
市
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

　
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ア
ス
エ

コ
」
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
食
を

め
ぐ
る
物
語
」
を
用
い
て
、「
備

前
福
岡
の
市
」
の
地
育
地
食
、
地

産
地
消
、
旬
産
旬
消
な
ど
に
つ
い

て
親
子
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
28
日
（
日
）　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
前
11
時

くらしの情報

▽
放
送
時
間　

　

・
月
～
金
曜
日　
午
前
７
時
45
分

　
～
午
後
８
時

　

・
土
・
日
曜
日　
午
前
11
時
～
午

　
前
11
時
59
分　

▽
岡
山
県
の
放
送
予
定　

　
11
月
５
日
（
月
）
～
18
日
（
日
）

▽
応
募
方
法

　
「
住
所
」「
氏
名
」「
電
話
番
号
」

「
性
別
」「
年
齢
」「
思
い
出
の
場
所
」

「
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

を
明
記
し
て
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　
10
月
12
日
（
金
）

　
必
着

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０-

０
６
６-

０
６
６

　

FAX
０
３-

３
４
６
５-

１
３
２
７

　

〒
１
５
０-

８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係 

係

▽
場
所　
「
備
前
福
岡
の
市
」
会

　
場
周
辺
（
長
船
町
福
岡
）

▽
定
員　
親
子
10
組（
20
人
）（
先

　
着
順
）

▽
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー

ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　
無
料

▽
持
ち
物　
筆
記
用
具

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

備
前
福
岡
の
市
圏
地
産
地
消
推

　

進
協
議
会　

川
島
さ
ん

　

☎
０
９
０-

２
８
０
７-

７
５
７
４

　

mailyuka.kawashima0126@gmail.com

 

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
10
月
８
日
の
体
育
の
日
に
、「
瀬

戸
内
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
２
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
８
日
（
月
・
祝
）

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

※
小
雨
決
行
。
大
雨
の
場
合
、
屋

　
内
の
み
で
行
い
ま
す
。

▽
場
所　
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園
・

　
邑
久
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

体
験
型
各
種
ス
ポ
ー

菜
の
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。　

▽
日
時　
10
月
27
日
（
土
）
午
前

　
９
時
30
分
～
午
後
４
時
、
28
日

　
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後

　
３
時

▽
場
所　
岡
山
刑
務
所
（
岡
山
市

　
北
区
牟
佐
７
６
５
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

岡
山
刑
務
所
（
作
業
）

　

☎
０
８
６-

２
２
９-

２
５
３
４

 

こ
こ
ろ
の
風
景
を
募
集

 

に
っ
ぽ
ん
縦
断　

こ
こ
ろ
旅

　
現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ

ア
ム
で
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断　

こ

こ
ろ
旅　
２
０
１
２
“
秋
の
旅
”」

が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
番
組
で
は
、
俳
優
の
火
野

正
平
さ
ん
が
、
視
聴
者
の
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
こ
こ
ろ
の
風

景
」
を
訪
ね
て
、
自
転
車
で
和
歌

山
県
か
ら
沖
縄
県
ま
で
旅
を
し
ま

す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
旅
の
行
程
を

決
め
る
た
め
、
風
景
と
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
放
送
予
定
期
間　
９
月
24
日
～

　
平
成
25
年
２
月
３
日

※
放
送
を
休
止
す
る
週
が
あ
り
ま
す
。

▽
持
ち
物　
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具

■
問
い
合
わ
せ
先

　

美
和
歩
く
会　

妹
尾
さ
ん

　

☎
０
９
０-

７
２
４
３-

６
７
５
２

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　
せ
と
う
ち
村
塾
の
市
民
大
学
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ギ
ア
会
員
の

高
野
信
男
氏
を
招
き
、「
豊
か
な

山
林
と
小
河
川
の
あ
り
方
」
と
題

し
て
講
義
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
10
月
14
日
（
日
）　

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
会
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

 

開
催
し
ま
す

 

大
正
琴
の
響
き

　
琴
伝
流
大
正
琴
グ
ル
ー
プ
「
遊ゆ

琴き
ん
こ子
」
で
は
、
演
奏
会
「
大
正
琴

の
響
き
」
を
開
催
し
ま
す
。

ツ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
賞
品
あ

り
）
な
ど

▽
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
体
育
協
会
事
務
局

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
２
１
１

 

ご
来
場
く
だ
さ
い

 

第
27
回
岡
山
地
区
矯
正
展

　
岡
山
刑
務
所
で
は
、
地
域
社
会

の
人
々
の
矯
正
行
政
や
受
刑
者
の

社
会
復
帰
に
対
す
る
理
解
と
協
力

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
岡

山
地
区
矯
正
展
（
刑
務
所
作
業
製

品
展
示
即
売
会
）を
開
催
し
ま
す
。

　
刑
務
所
内
の
見
学
や
刑
務
作
業

製
品
の
展
示
即
売
、歌
謡
シ
ョ
ー
、

地
元
町
内
会
に
よ
る
う
ど
ん
や
野

　

HPhttp://www.nhk.or.jp/kokorotabi/

 

募
集
し
ま
す

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
知

識
や
技
術
を
生
か
し
て
、
人
づ
く

り
、
国
づ
く
り
に
協
力
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
募
集
職
種
や
派
遣
期
間
な
ど
に

つ
い
て
は
、資
料
を
請
求
す
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。　
　

▽
募
集
期
間　
10
月
１
日
（
月
）

　
～
11
月
５
日（
月
）（
消
印
有
効
）

▽
対
象

　
日
本
国
籍
を
持
つ
次
の
人

　

・
青
年
海
外
協
力
隊
、
日
系
社
会

　
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
20
～
39
歳

　

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

　
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア　
40
～
69
歳

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

　
を
郵
送
で
提
出

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

　

吉
井
川
氾
濫
の
際
に
人
柱
に

な
っ
た
お
佐
貴
さ
ん
を
祭
っ
た
ほ

こ
ら
や
、
豊
富
な
植
物
を
見
る
こ

と
の
で
き
る
上
寺
山
な
ど
を
巡
る

約
10
㌔
の
コ
ー
ス
で
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
７
日
（
日
）　

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
14
日（
日
）

　
に
延
期
し
ま
す
。
紛
ら
わ
し
い

　
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

▽
集
合
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

※
自
動
車
の
場
合
は
、
市
役
所
に

　
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
市
役
所

　
職
員
駐
車
場
（
邑
久
高
等
学
校

　
東
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　
２
０
０
円
（
保
険
代
等
）

昨年のスポーツフェスティバルの様子

※
参
加
費
以
外
に
共
通
経
費
と
し

　
て
３
万
円
が
必
要
で
す
。ま
た
、

　
自
宅
か
ら
成
田
空
港
ま
で
の
交

　
通
費
は
参
加
費
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▽
応
募
期
限　

11
月
５
日
（
月
）

　
（
先
着
順
）

▽
応
募
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
資
料
を
請
求
し
、

必
要
事
項
を
記
入
し
た
参
加
申
込

書
を
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３-

６
４
５
９-

４
６
６
１

　

FAX
０
３-

６
４
５
９-

４
６
３
３

　

mailinfo@kskk.or.jp　

　

〒
１
０
８-

０
０
７
３

　

東
京
都
港
区
三
田
５-

７-

８-

　

９
２
１

お佐貴さんのほこら
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健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 10 月 16 日（火） 平成 24 年    5 月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 10 月 17 日（水） 平成 24 年    1 月生

1 歳６カ月児健診 10 月 10 日（水） 平成 23 年    3 月生
2 歳児健診 10 月 11 日（木） 平成 22 年    6 月生

3 歳児健診 10 月 24 日（水） 平成 21 年    4 月生

子どもの健診

人の動き《平成 24 年 9 月 1 日現在》

人口 ３９，１４３人 （－１０）
男 １８，６５８人  （－　８）
女 ２０，４８５人 （－　２）

世帯 　１４，８８０世帯 （＋　４）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

▽ 場　　所　ゆめトピア長船　

▽ 受付時間　午後 1 時 15 ～ 45 分

      　　2012　October
10

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

くらしの情報

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でも OK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　（求職者を対象とした相談）
　【相談員：職業相談員など】
　■問い合わせ先
　　福祉課　☎０８６９ - ２６ - ５９４１
※①～⑪の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障害などに関する相談）
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　福祉課
　　☎０８６９ - ２６ - ５９４３

各 種 相 談

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

9/30 1 2 3
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

4
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船
⑪ジョブスポットせと
　うち出張相談会
　10：00 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

5  6 
体協　市長杯ペタンク大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園グラウ
　ンド（駐車場）

7 8   体育の日

体 協　 瀬 戸 内 市 ス ポ ー ツ
フェスティバル 10：00 ～
　邑久スポーツ公園・邑久
　Ｂ＆Ｇ海洋センター

9
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

10
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

11
⑪ジョブスポットせと
　うち出張相談会
　10：00 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　牛窓町公民館

12  
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

13

14
体協　歩こう会　
　大賀島コース
　9：20 瀬戸内市役所本庁
　（9：30 出発）
体協　瀬戸内市秋季ソフ
トボール大会　9：00 ～
　邑久スポーツ公園野球場
　長船スポーツ公園多目的広場
体協　瀬戸内市ダブルス
テニス大会　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テニ
　スコート

15 16 17
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

18
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

19 20

21 22 23
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

24 
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

25  
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

26
③なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

27

28 29 30
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

31 11/1  
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船
⑪ジョブスポットせと
　うち出張相談会
　10：00 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

11/2    11/3    文化の日
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10 月納期の市税・保険料
　市県民税【３期】　国民健康保険税【４期】
　介護保険料【４期】　後期高齢者医療保険料【２期】
※納付期限は 10 月 31 日（水）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

生活習慣病教室

　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽ 日時　10 月９日（火）　午前 11 時～

▽ 場所　瀬戸内市民病院

▽ テーマ　「インフルエンザについて」

▽ 講師　白石高昌氏（瀬戸内市民病院　内科医）

▽ 定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽ 参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）

▽ 申込期間　10 月１日（月）～８日（月）
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９ - ２２ - １２３４

子どもの発達相談

　子どもの成長や発達について、小児科専門医が相談に応じ、
発達検査も行います。

▽ 日時　11 月７日（水）（要予約）
※時間は予約後に決定します。

▽ 場所　ゆめトピア長船

▽ 相談員　小児科専門医

▽ 相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

あじさい講座

　在宅介護支援センターあじさいでは、地域福祉の向上を図る
ことを目的に下記のとおりあじさい講座を開催します。

▽ 日時　10 月 20 日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽ 場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽ テーマ　「認知症について～知っておこう！　身近な認知症～」

▽ 講師　小福田卓氏、藤原美恵子氏（特別養護老人ホームあじ
　さいのおか牛窓　介護福祉士）　

▽ 参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９ - ３４ - ６３６６

相続遺言・登記・成年後見等相談

　岡山県司法書士会では、司法書士による「相続・登記・成年
後見等相談会」を行います。

▽ 日時　11 月 10 日（土）午後１～４時（予約不要）

▽ 場所　中央公民館

▽ 相談員　司法書士

▽ 相談料　無料
■問い合わせ先
　岡山県司法書士会　おかやま総合相談センター
　☎０８６ - ２２６ - ０４７０

一日合同行政相談所の開設

　10 月 15 日（月）から 21 日（日）までは総務省が定める「行
政相談週間」です。総務省では、この事業の一環として、国、
県、市などさまざまな行政機関や関係団体の職員などがワンス
トップで相談に応じる「一日合同行政相談所」を開設します。

▽ 日時　10 月 16 日（火）午前 10 時～午後３時（予約不要）

▽ 場所　岡山市勤労者福祉センター（岡山市北区春日町５ - ６）

▽ 相談料　無料
※通常の行政相談も左ページのカレンダーのとおり実施します。
■問い合わせ先
　岡山行政評価事務所　☎０８６ - ２２４ - １１００
　総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
でまちづくり推進課へ送付してく
ださい。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　まちづくり推進課
　☎０８６９- ２２ - １０３１
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

俳
句

夏
祓
お
茶
接
待
の
仮
テ
ン
ト

　
　
　
　

的
場　

松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

大
祓
朗
朗
響
く
夏な

ご
し
さ
い

越
祭

　
　
　
　

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

父ち
ち
は
は母

の
齢

よ
わ
い

か
ぞ
え
て
盆
の
月

　
　
　
　

後
藤　

靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

立
秋
と
ラ
ジ
オ
が
流
す
空
の
色

　
　
　
　

野
口　

慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

皓こ
う
こ
う皓

と
憂う

き
こ
と
消
す
や
夏
の
月

　
　
　
　

原
野　

孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

蝉
時
雨
校
舎
改
築
始
ま
り
ぬ

　
　
　
　

平
野　

五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

気
が
ね
な
く
暮
す
寂
し
さ
つ
り
し
の
ぶ

　
　
　
　

福
本　

曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

空
蝉
や
し
か
と
つ
か
ま
る
門
柱
へ

　
　
　
　

藤
井　

留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

欲
を
捨
て
全
命
大
事
に
一
人
居
る

　
　
　
　

谷
口　

正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

炎
暑
日
に
草
引
く
手
に
も
力
入
る

　
　
　
　

堤　
　

明
子
（
長
船
町
磯
上
）

梅つ

ゆ雨
合
間
は
か
な
く
落
ち
る
沙
羅
の
花

　
　
　
　

竹
原
れ
い
子
（
長
船
町
服
部
）

短
歌

日
々
紡つ

む

ぐ
暮
ら
し
の
た
て
糸
横
糸
も

少
な
く
な
り
し
残
り
日
い
と
ほ
し

　
　
　
　

竹
内　

和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

短
命
と
名
残
り
つ
く
せ
ぬ
無
念
さ
に

ま
ぶ
し
く
鳴
く
の
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　

近
藤
恵
美
子
（
邑
久
町
福
山
）

戦
い
も
終
り
夏
の
疎
開
児
も

今
は
八
十
路
の
旅
を
ゆ
く
な
り

　
　
　
　

片
島　

秋
月
（
長
船
町
福
岡
）

川
越
し
に
微
か
に
聞
こ
ゆ
警
報
機

川
の
向
こ
う
は
古
里
の
町

　
　
　
　

片
島
智
恵
子
（
長
船
町
福
岡
）

昔
日
の
病
ひ
の
夫
に
欲
し
か
り
き

広
く
涼
し
き
之
の
一
部
屋
を

　
　
　
　

上
山　

幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

癌
病
み
て
十
一
年
生
き
て
逝
き
し
夫つ

ま

遺
せ
し
日
記
に
心
情
を
よ
む

　
　
　
　

朝
霧　

好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

日
は
暮
れ
て
道
は
遙
け
く
な
り
に
け
り

ひ
と
り
と
ぼ
と
ぼ
観
経
を
読
む

　
　
　
　

赤
田　

章
（
邑
久
町
山
田
庄
）

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

投稿をお待ち

①１歳のお子さん
氏名、生年月

続柄：２人まで）
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ
でまちづくり推進
ださい。
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city
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清志初男油彩展
ひたむきに描かれた名も無き無数の石仏
　画業 56 年を迎え「石仏の画家」として知られる清志初男さん（邑
久町虫明）が、油彩展を開催します。
　入場料は無料です。多くの皆さん
の来場をお待ちしています。
▷期間　10月11日（木）～18日（木）
　午前９時～午後５時
※ 15 日（月）は休館日です。
※ 18 日（木）は正午まで行います。
▷場所　瀬戸内市立美術館ギャラリー S
■問い合わせ先
　清志初男さん
　☎０９０-３６３６ - １２２５

桃井国志・画文展とギター弾き語り
カチコチのこころを解くひとときを

　桃井国志さん（牛窓町鹿忍）が、画文展とギターの弾き語りを行
います。画文展では、心温まる絵と生きる勇気を与える文章を、弾
き語りでは、自著の童話「ドンプカスー」の歌を披露します。
　入場料は無料です。ご家族そろって、ぜひ会場へお越しください。
▷画文展　10 月１日（月）～８日（月）午前９時～午後５時
※１日は午前 11 時から開場、８日は午後４時で閉場します。
▷ギターの弾き語り
　10 月６日（土）、７日（日）
午後２～３時
▷場所　街角ミュゼ牛窓文化館
　（牛窓町牛窓 2835-1）
■問い合わせ先
　桃井国志さん
　☎０８６９-３４ - ９０２８

第 52 回新世紀展　深閑第 52 回新世紀展　深閑

わが家の宝１歳です！

瀬戸内写真館

内田内田愛愛
あ い なあ い な

夏夏ちゃんちゃん
お住まいお住まい　邑久町山田庄　邑久町山田庄
ひとこと ひとこと 
愛夏ちゃん１歳おめでとう愛夏ちゃん１歳おめでとう┏
☆これからもかわいい笑顔で
みんなを癒やしてね┏ﾞ

（父 豪さん・母 実和子さん）

┏┏

））

Aina
平成23年 6月 24日生まれ

Toa
 平成 23年 7月 26日生まれ

山根山根翔翔
と あと あ

智智ちゃんちゃん
お住まいお住まい　牛窓町　牛窓町牛窓
ひとこと　ひとこと　
嬉しいも悲しいも、楽しいも辛い嬉しいも悲しいも、楽しいも辛い
も、あなたがいてくれるからこそも、あなたがいてくれるからこそ
分かる「幸せ」です。生まれてき分かる「幸せ」です。生まれてき
てくれてありがとうてくれてありがとう┏
（父 右士さん・母 亜生さん）（父 右士さん・母 亜生さん）

市民ギャラリー
▼山本敏子さん

題名　ヨットを見詰める者たち
撮影場所　牛窓ヨットハーバー
撮影日時　平成 24 年 9 月１日
撮影者　きまぐれカメラマンさん

藤原藤原昌昌
しょうやしょうや

也也ちゃんちゃん
お住まいお住まい　邑久町　邑久町向山
ひとことひとこと
いつまでも元気いっぱい笑顔のいつまでも元気いっぱい笑顔の
似合う昌ちゃんでいてね。お兄似合う昌ちゃんでいてね。お兄
ちゃんとこれからいっぱい遊ぼちゃんとこれからいっぱい遊ぼ
うね。うね。
（父 祥正さん・母 知子さん）（父 祥正さん・母 知子さん）

Syouya
 平成 23年 7月 25日生まれ

桃井
カチ

桃　
いま
き語

27 　　2012.10 広報 せとうち No.95    26




